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付録一1参考訳文

1.『中国方言当中爆密音的種類』,趙元任1035

1.『海南島海日方言中的吸気音』,梁猷剛1958

皿.『老派金山方言中的縮気基音』,済汝傑1984

F.『断南和上海方言中的緊喉濁塞音声母?b,?d初探』,鄭張尚芳1988

付録二:中国語入破音をみる歴史地図

ヤまじめに

現代中国語に見られる入破音は中国語の北方方言にはなく,南 方方言にしか見られない特殊な

音声現象である。

中国語南方方言の間方言圏,呉方言国に入破音の存在が認められ,近年,そ の研究が注目されて

いる。間方言圏,呉方言目は地理的には歴史上,紀元前17世紀の商の時代に越ができ,紀元前11世紀

の西商の時代に呉ができ,紀元前7世紀の春秋戦国時代から秦の時代まで呉越,間越,賄越,東団,西

団のあった地であり,いわゆる古代の百越,雅団の地であった(付録二をご参照)。今の越南 〈ベ ト

ナム海吾圏,何台語圏は古代では賄越す西団の地であり,その言葉に周知の入破音を特徴としている

ように,かつての呉越,聞越,東団の地だった聞方言圏,呉方言国に入破音が存在するのは何の不思

議もない訳である。
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中国語に見られる入破音の研究

(A STUDY ON IMPLOSIVE IN CHINESE)

中国語に見られる入破音は何千年もの漢民族と周辺民族との文化の交流,融合の証拠の一つであ

ると言えるであろう。

本稿は,歴史的な研究を他の機会に議り,先行研究の成果をお、まえて,現 代中国語に見られる入

破音の研究を概観し,入 破音の表記と記述を確認し,相違点を究明して,中国語の入破音の特徴を

明らかにしたい。

1.入破音の表記と記述

入破音inplosiveはアフリカ諸言語及び東南アジア諸言語,中国では海南島方言に見られるとい

うのは一般的な見方であったが,近年来の研究が進み,後述のように,中国語の呉方言,反問方言に

も入破音が見られるとの研究成果が上がっている。本稿の付録としての四本の参考訳文:1.『中国

方言当中爆密音的種類』〈趙元任1935),1.『海南島海日方言中的吸気音』〈梁猷剛1958),皿.『老派金山

方言中的縮気塞音』(済汝傑1984),F.『断南和上海方言中的緊喉濁塞音声母?b,?d初探』〈鄭張尚芳19

88)はその代表的な研究論文であり,中国語の入破音の研究成果がよくわかる論著である。

1.1.入破音の表記

まず,入破音implosiveの表記については国際音声字母Intemational Phonetic Alphabet(1951

年現在Revised to 1951)を見る限りでは,表の中には載せてはいないが,その他の音として,「有声

の入破子音は:6,ごなど」と表記している(ベルティル・マルンベリ著,大 橋保夫1976訳,『音声学』巻

末をご参照)。IPA〈1979年現在Revised to 1979)を見ると,表の中に入破音の項目があり,6,ご,すの3

個の有声の入破音が表記されている(服部四郎1984,『音声学』巻末をご参照)。そして,IPA(1980年

現在Revised to 1989)を見れば,入 破音の項目には,0/6,t/d,ご/J,丘/」,げごのように無声と有声の

ペアとなっている入破音がそれぞれ合計10価表記 してある(玉村文郎編1992,『日本語を学ぶ人の

ために』p128をご参照)。このIPAの表記の変りを見る限りでも,近 年来の入破音についての研究が

盛んに行われてきたことを物語っている。

1.2.入破音の記述

入破音の記述についてはまず,ベルティル・マルンベリの『音声学』〈大橋保夫1976年訳,p39)では,

「調音が舌打音に似たいわゆる入破音〈*声門を閉鎖したまま喉頭全体を下げ,そのとき生ずる気流

によって発せられる音。アフリカの諸言語に広く用いられる。巻末の音声字母表の記号のほか,'b,
'dな

どと表記することもある。〉」との言こ述がある。そして,服部四郎1984の『音声学』では,「[b]の構

えをしながら頬をお、くらませないで声帯を振動させよ―うとすると,喉 頭全体が下る運動をするの

が認められる。この場合には,喉頭の下行運動によって生ずる気流によって声帯が振動するという
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ような結果となる。このような方法によって発せられる「有声入破音」をPikeは[b↑][d↑][g↑]で表

している〈pl16)。」との記述がある◇そして,同書pl19の注では,「国際音声字母の[6][d][す]などで

表すSindhi語およびBantu語のvoiced i□plosivesはこの音であろう」。更に,同書p168の補説では,

「有声入破音の調音の記述は,Pikeのそれとしては誤っている。"""次 のように改める。この[b]

の閉鎖をそのままにしておいて,日 むろに溜まった空気を逆に肺の方へ吸いこむ際に生ずる気流

で声帯を振動させることができる◇このような逆の気流で生ずる不完全な声を持続部にともなう

破裂音を Pikeは voiced i』plosives《有声入破音》と呼び[b↑],[d↑],[g↑]で表している。ただし,

私が116頁に記述したような音も存在する"・・・・」◇

城生信太郎1988の『音声学 新装増訂版』(p78)では,入破音について次のように記述している。

「声門を閉鎖しておいてから放出音とは逆に,日むろに溜まっている空気を呑み込むようにして

調音する。ただし,放出音とは異なり,完全には閉鎖されないのが普通である。従って,これらは一

般に有声音となる。なお,母音が後続すると放出音と同様に声門が閉じた状態から急激に開くため,

声門破裂音を伴って苦しそうな声立てとなる。更にP.Ladefoged(1971)は,入 破音と閉鎖音の違い

を種類の別よりは筆ろ程度の差と見た方が良いとしている。即ち,同書によれば閉鎖音よりも沢山

の空気を呑み込んだ上で,更にすばやく調音をすれば入破音に近いものができるという。」

以上の記述では入破音の調音の記述について次のような共通点が見られる。

1)声 門を閉鎖する。

2)調 音の際,喉頭下行が認められる。

3)日 むろに溜まっている空気を呑み込む。

4)3)で生ずる逆気流で声帯を振動させる。

ただし,服部では,Pikeのいう入破音[b↑][d↑][g↑]と海南島の入破音[6][d]とが意識的に区別さ

れている。また,補説では「空気を逆に肺の方へ吸い込む」との記述があるが,ここでは「吸い込む」

か,「呑み込む」かでは入破音の記述にとっては大事な所である。なぜならば,「吸い込む」というの

は「吸着音」や「吸気音」の記述に使用する表現だからである。そして,城生1988の記述の中に引用さ

れたP.Ladefoged(1971)の記述では,入破音と閉鎖音の相違点を有声の度合だけしか見ていない点

は,入 破音と閉鎖音の調音方法の根本的な違いを明らかにしていない。

1.3.中国語の入破音の表記

中国語に見られる入破音の表記については,趙元任1935では,入 破音ittplosiveとは明言しない

ながらも,上海や断江の呉語に見られる入破音については,弱い破裂の入破音を
'b,'dと

表記し,強

い破裂の入破音を?b,?dと表記している(趙元任1935は参考訳文1をご参照)。弱い入破音の表記
'b,

'dは
ベルティル・マルンベリ1976と共通 しているのがわかる。梁猷岡Ⅲ1958では海南島海日方言の入
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破音を6,dとして明確に表記′している(梁猷円11958は参考訳文]をご参照)。喉頭の閉鎖を強調する

ために,梁猷剛1964は海南方言の入破音を?6,?ごと表記している。排汝傑1984では,上お金山県の入

破音を?b,?dと表記している〈済汝傑1984は参考訳文|をご参照)が,鄭張尚芳1988も同じように,浙

圧の入破音を?b,?dと表記している(鄭張尚芳1988は参考訳文Fをご参照)◇入破音の表記でPileの

b?,d?と,現在中国の研究者で一般に使っている?b,?dとは喉頭閉鎖の?の位置の違いであるが,中

国の研究者は明らかに中国語の入破音の喉頭閉鎖を強調する意図が強いから,?b,?dの表記を使っ

ているのである。筆者はIPAの入破音の表記6,ご,すなどに従っている。

そして,IPAのlmp10siveは日本語では「入破音」と表記 しているが,中国語ではどう表記している

かを見てみると,趙元任1935では中国語方言の「爆発音bあofayttn」の第9類,第 10額として表記して

いる。梁猷剛1958では「吸気音xTq yヽ Tn」と表記しているが,梁猷円11964では「喉塞音h6uttiyTn」と改

めた。雲惟利1987では,海南島の入破音は吸気音とは少し違うとしながらも,「濁吸気音Zhu6 xTqヽ

yTn」と表記している(雲権利1987,『海南方言Jp8,p160をご参照)。赫汝傑1984では上海金山県の入

破音?b,?dは国際音声字母の6,ごに相当すると指摘 し,「縮気塞音su5q sヽ atyin」と表記 している。鄭

振尚芳1995では「先喉塞濁音xl石nh6usaizhu6yttn」との表記をしているが,鄭張尚芳1988では漸江の

入破音を「緊喉濁塞音jYnhもuzhu6satyTn」と表記している。中国語の表記については筆者は鄭張尚

芳1988の表記に賞同である。中国「liの人破苫の表記を表にまとめると次のようになる。

中国語入破音の表記法

著 上り 《 称

記述の方言 inplosive 司唇岩 章茎程 攻日蓋増

越元任1935 呉方言 爆番音 bゝofayin
'b ?l 'd ?(

梁猷剛1958 海南方言 吸気音 xTqヽyTn 6 d

梁猷剛1964 海南方言 喉塞音 hもusatyTn つ
１ ?ご

済放傑1984 上海金山方言 縮気塞音su5q sヽaty〒n ?d

芸1准禾111987 海南方言 お3吸気古zhu6 xTq yヽttn 6 d

鄭張尚芳1988 筋江南部方言 緊喉濁曇音jYnh6uzhuもsalyTn う
１ ?d

鄭張尚芳1995 断西南方言 先喉塞濁音xianhもuttizhu6yTn う
１

朱新建1992 反門方言 入破音 ご/n g/8

朱新建1995 海南方言 入破音 6 ご す
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1.4.中国語の入破音の記述

中国語に見られる入破音の記述についてはまず迪元任1985では次のような記述がある。

第九類は有声音の[b]であると同時に声問が少し緊縮する働きが見られる。ここで仮に['b]で

表記する。(中略〉

第十類は第九類とそう違わず,ただ喉頭の緊縮はもっと強く,有声の度合いも強い◇だから,も

し第九類は弱い音とすれば,第十類はそれに相当する強い音である。この類の音は聴覚上も発音上

も一つの特徴があることがわかる。すなわち,破裂するときに声門のところで緊縮するため,出て

くる息が少なすぎて,大きく開いたため容量の増えた日腔に息が満たさないので,結局息が逆に外

から日腔へとすこし吸い込まれて,ある種の高音の音色が発生することになる。

趙元任1935の記述を次のようにまとめられる。

1)閉鎖を形成する

2)破裂する前に声門のところで緊縮する

3)息が外から日腔へと吸い込まれる

梁猷同Ⅲ1958では,海南島海日方言の6,dについては次のように記述している。

海日の[6]は吸気の,喉頭閉鎖を伴う有声の両唇破裂音である。閉鎖を形成する際に,両唇がしっ

かりと閉じると同時に,声門もしっかりと閉じる。閉鎖を彼るとき,両唇が破裂して気流を吸入す

る◇この吸入された気流は閉鎖を破るときに両唇より日腔に進入し,両 唇吸気の破裂音を調音で

きてからは深入りせず,そして両唇の閉鎖が破り,日腔より吸気すると同時に, しつかりと閉じた

声門も突然裂開し,一筋の小さな透き間を残して,気管からの呼気の気流で声帯を衝撃させて濁音

になる。

海日の[ご]は吸気の,喉頭閉鎖を伴う有声の舌尖歯茎破裂音である。閉鎖を形成する際,舌尖が上

の歯茎につけると同時に,声門もしっかりと閉じる。閉鎖を破るとき,舌尖が急に上の歯≧から離

れ,気流を吸入する。この吸入された気流は閉鎖を破るときに舌尖と歯茎の間より日腔に進入し,

舌尖歯基の吸気の破裂音を調音できてからは深入りせず,そして舌尖歯茎が閉鎖を破り,日腔より

吸気すると同時に,しっかりと閉じた声門も突然裂開し,一筋の小さな透き間を残して,気 管から

の呼気の気流で声帯を衝撃させて濁音になる。

梁猷剛1958の記述をまとめると次のようになる。

1)閉鎖を形成する

2)声門をしっかり閉じる

3)吸気すると同時に声門裂開する

4)気管からの呼気で声帯を衝撃させて濁音になる |

済汝傑1984では上海の金山県の?b,?dについて,次のように記述している。
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?b,?dの発音の原理は次のとおりである。閉鎖を形成する段階では喉頭が閉鎖し,両 唇が閉鎖

を形成するか舌尖と上の前歯が閉鎖を形成し,喉頭が下降する。喉頭の下降により,閉鎖が持続す

る間,日腔の空間が増大し,空気が薄くなり,気圧が下がる。閉鎖を破る際に声門が緊縮するため,

肺部から流れ出る気流が少なすぎて,喉 頭下降により増大した日腔の空間を充満することができ

ないために,自然に日腔外の気圧のやや高い気流を吸入し,声帯を振動して濁音を発する。

済汝傑1984の記述をまとめると次のようになる。

1)閉鎖を形成する

2)喉頭が下降する

3)声門が緊縮する

4)日腔外の気流を吸入して声帯を振動する

筆者は反門語の入破音について次のように記述 している〈朱新建1996)。

反門語の入破音は,声門を完全に閉鎖したまま,喉頭下行運動に伴い小舌垂下し,その逆気流で

声帯を振動させて調音される弱有声無気の鼻音性入破音である。小舌垂下することによって日腔

への通路が閉鎖されると同時に鼻腔への通路が開放されるため,鼻 音化現象が生じやすいのであ

る。これは反門語の入破音の特徴であり,反門語の入破音の鼻音化の決め手とでも言えるものであ

る。

両唇音の[6]の場合は両唇によって閉鎖が形成され,日 腔内の空気は最大限溜まっているため,

逆気流も[6]は[ご],[す]より強く,喉頭下行を助ける力も強くなる。従って小舌垂下の幅も大きくな

り,[6]の鼻音性は最も強い。[6]と比べて,[ご]は舌先と歯茎で閉鎖が形成されるので,日腔内の空

間は[6]の場合ほど広くなく,空気の量も少ないため,逆気流もやや弱い。[g]の場合は軟日蓋で閉

鎖が形成されるために,呑 み込む空気の量はさらに少なく,逆気流は最も弱い。従って,反門語の

入破音の鼻音性の強覇の順を 6>d>す のように示すことができる。

反門語の[6]の調音過程は下記のような段階で分析できる。

①両唇による閉鎖を形成し声門を閉じたままに,

→②日腔内の空気を呑み込むように喉頭下行し,外見では喉仏が下がるが,

→③舌根と垂下した小舌との間に狭めができ,気圧が更に高くなり,

→④これによって生じる逆気流で声帯を振動させる。」

反門語の[ご]の調音過程は下記のような段階で分析できる。

①前部歯茎と舌先による閉鎖を形成し声門を開じたままに,

→②日腔内の空気を呑み込むように喉頭下行し,外見では喉仏が下がるが,

→③舌根と垂下した小舌との間に狭めができ,気圧が|やや高くなり,

→④これによって生じる逆気流で声帯を振動させる。
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反門語の[g]の調音過程は下記のような段階で分析できる。

①奥舌面と軟日蓋による閉鎖を形成し声門を閉じたままに,

→②咽頭腔内の空気を呑み込むように喉頭下行し,外見では喉仏が下がるが,

→③小舌が垂下して舌根との狭めができ,気圧がやや高くなり,

→④これによって生ずる逆気流で声帯を振動させる。

以上の入破音の記述についての各説の相違点をまとめてみると,次のようになる。

①日腔外からの息を呑み込むか吸い込むか

②喉頭が下降するか緊縮するか

③声帯を振動させるのは逆気流か呼気か

①については日本でも中国でもかつて研究者の間では論点になっていたが,「息を吸い込む」と

いう表現であると,「吸気音 click」に連想させ,紛らわしいため, 日本では入破音の記述に関して

は「息を吸い込む」という表現を今は使っていない。しかし,中国では特に海南島では,一般の人々

も入破音のことを「吸気音xTq yヽTn」と言っている。筆者が数年前に海南島へ入破音の調査に行った

ときに,バ スガイドも屋台のお姉さんも海南島の「吸気音」は「息を吸って発音するように」と教え

てくれたのは今でも記憶に新しいく朱新建1995をご参照)。言い方はともかく,同一発音を指してい

るから地元の人々には不都合がなかろう。しかし,果たして入破音は息を吸いこんで調音する発音

であるかどうかは問題であるし,用語の混乱も引き起こす。したがって,海南島の入破音を「吸気音

対q yヽTn」と表記した梁猷剛1958は梁猷剛1964では「喉塞音h6」豆tyTn」と改めた◇ただ,梁猷剛1964

では海南島の入破音は「吸気作用xltt Zuお温g」のある「喉塞音h6usaiyTn」と記述しているが,しか

し,「喉基音hbusaiyin」では「喉頭閉鎖音」であるので,海 南島の入破音の記述としては適切な表現

ではない。その後の中国の研究では,「吸気音xlq ガヽn」と区別するために「縮気音su5q yヽTn」を使う

ようになったのである。

②については,「喉頭下降」というのはすべての入破音の共通点であり,入破音の一番の特徴であ

ると考えている。筆者は「喉頭下行」という表現を使っている。「下降」は自然的に「下がる」のであり,

「下行」は意識的に「下がる」と考えているので,入破音のこの特徴を強調するために,敢 えて「喉頭

下行」を用いた訳である。「喉頭緊縮」というのは越元任1935の表現で,「喉頭部で狭めを形成する」

という入破音の特徴をつかんでいる表現である。どっちかというと,「喉頭下降」は外見的な表現で,

「喉頭緊縮」は内見的な表現である。入破音の記述では両方とも適切な表現であり,共に記述に使う

とよいと考えている。

③については,①とは関連のあるところで,息を吸い込むにしても,呑み込むにしても,逆気流が

生ずるはずなので,日 腔からの逆気流で声帯を振動させる入破音と肺からの呼気で声帯を振動さ

せる閉鎖音や破裂音との大きな違いでもあるところである。したがつて,前述の梁猷剛1958の「気
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管からの呼気の気流で声帯を衝望させて濁音になる」との記述は適切とは言えず,城生宿太郎1988

の引用したP.Ladefoged(1971)の「入破音と閉鎖音の違いを種類の別よりは寧ろ程度の差と見た方

が良い」。「閉鎖音よりも沢山の空気を呑み込んだ上で,更にすばやく調音をすれば入破音に近いも

のができる」という記述では閉鎖音も入破音のように空気を呑み込んで調音することになるし,記

述の混乱を招くことになる。これについては筆者はかつて次のように指摘したことがある(1996)。

夏問語の入破音[6]と日本語の破裂音[b]を比較してみると,まず,調音の際の日腔での気流方向

を見ると,[6]が内行的〈ingressive)であるのに対 して,[b]が外行的(egressive)である。[6]が調

音の際,喉頭全体が下がる下行的〈drOpped dOwn)であるのに対して,[b]が喉頭全体がもちあげら

れる上昇的(raised up)であるように,調音法が全く違う。次は,[b]は外行的であるため,強い破裂

を行うと同時に出渡りに微かな息を伴う。これに対 して,[6]は内行的であるので,日腔内の空気は

喉頭の方へ逆流するため,弱い破裂を伴うものの,全く無気である。同じ有声音であっても,有声の

度合も性質もかなり違う。更に,調音の際,[b]は両唇による閉鎖を形成すると同時に,鼻腔への通

路も閉鎖され,鼻音性をもたず,鼻 音化 しにくいが,[6]の場合は[b]とは違って,小舌垂下のため,

鼻腔への通路は開放されており,鼻音性が強く,鼻音化しやすいのである。調音点でも反門語の[6]

と日本語の[b]に違いを見ることができる◇外見からは[6]も[b]も両唇による閉鎖であるため,上

唇と下唇が調音点であることは一目瞭然であるが,反門語の[6]にはもう一つ日腔に隠れて見えな

い調音点が存在する。すなわち,調音の際に喉頭下行と小舌垂下によって喉頭部に形成される狭め

である。この狭めは舌根と小舌との間に形成されるものであり,入破音の調音に大きな役割を果た

すが,日 本語の[b]にはこのような調音点は存在しない。

2.入破音の体系と種類

国際音声字母Intemational Phonetic Alphabet(1989年現在 Revised to 1989)を見ると,入破

音の種類は0/6,t/ご,C/f,丘/g,q/cのように無声と有声のペアになって,5種 類10個あることがわか

る。これは入破音の研究が進んでこのような入破音が特定の言語に存在していることがわかった

結果ではあるが,すべての入破音のある言語の中にこの5種類10価が全部そろっているというわけ

ではない。なぜなら,入破音は人類の言葉の中の最も古い発音であっても,新 しい発音では決して

ない。特に現代中国語に見られる入破音は一部の方言ではあまり残っておらず,共通語の普及など

で消え去る傾向にさえあるのである。

2.1.6,d体系と6,ご,g体系

中国語の入破音は有声の入破音であり,無声の入破音の研究報告はまだ見られない。有声の入破

音のなかで,6,ご体系と6,d,す休系がある。6,ご体系の代表方言は呉方言で,6,d,」体系の代表方言は
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反門方言である。海南方言は6,d体系とされているが,筆者の調査によれば,海南方言には6,dは語

桑的に数多くあるが,反 門方言と同じように,すも僅かながら存在 しているため,6,ご,」体系にする

べきだと考えている。

6,ご体系の主な理由は,こ の二つの入破音はそれぞれ歴史的に訂声母と端声母からきたのと,調

音上,すが不可能だとされているからである。例えば,趙元任1935では次のように記述 している。

この第九第十類の音の見方は非常に意味のある状況がある。つまりすべてこの音のある方言で

は,例外なく唇音と舌尖音に見られ,舌根音に見られない。この類の音は他の方言[p],[t],[k]に相

当する音であり,この特類の声母のある方言では,常 に['b],['d],[k]或いは[?b],[?d],[k],二番

目はいつも普通の[k]である。ここの理由は難しくない。舌根と軟日蓋から声門までの空間は狭く,

日腔の空間のわりと余裕のある[b]と[d]のようにかわったことができず,声帯がやや振動すると,

そのわずかな空間はただちに息が一杯になり工圧力になってしまう。だから,空間も時間もなく,

第九類のようなぶら下げる聴覚印象と第十類のような奥へと「破裂」する聴覚印象がない。大体舌

根の破裂音は上述のような変わった事をしなくても有声化すること自身むずかしいものである。

梁猷剛1958では次のように記述している。

海日方言では吸気の破裂音は唇音と舌尖音のみで,舌根音がない。これは発音の原理から解釈で

きる。1)舌根音の閉鎖を形成する部位〈舌根と軟日蓋)は日腔の後部にあり,破裂するときに日腔の

外から日腔の内部へ気流を吸入するのはかなり困難である。2)舌根の閉鎖を形成する部位は喉頭

に近いため,破 裂後に気管から呼出した気流が忽ち声門を通過 して舌根と軟日蓋の間に達するた

め,よって,吸気の舌根軟日蓋破裂音の調音はかなり困難である。

梁猷岡11958の記述は趙元任1935とさほど変わっていない。入破音の調音を分析する視点は日腔

から気流を吸入するところにあるため,入破音の喉頭下降は無視されたことになり,すの存在も当

然のように無視されることになったのである。

筆者は現地調査とインフォーマントによって夏門方言と海南の海日方言を分析し,すが存在する

事実がすでに分かっているわけである。確かに語彙を見るとすの例語は僅かしか見つけなかったが,

それでもすが立派な入破音であることは認めることができる。そして,入破音の調音を分析する場

合,どこに着限するかは見方が変わることもあり得る。上述のように,筆者は入破音の調音は一番

大事なのは逆気流よりも喉頭下行であると考えているので,例えば,逆気流があって喉頭下降がな

ければ,いわゆる「吸気音」,「吸着音」clickになるわけで,軟 日蓋のすは両唇の6と歯茎のごほど日腔

を利用してより多くの逆気流を生じさせることができなくても,喉 頭下行はなんの妨げもなくで

きるので,立派な入破音になるわけである。

『については筆者は次のように記述 している(朱新建1996)。

反門語の[す]は前述の[6],[d]とす緒に[6][ご][す]のように入破音の体系をなしている。そして,
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対応する鼻音はそれぞれ[コ][R][コ]であり,[6/D],[d/n],[g/コ]のように表記することができる。

反門語の[g]は調音の際,まず舌根と軟日蓋との閉鎖を(第1調音点)形成し,声門を閉じたままに

して,咽頭腔内にある僅かな空気を呑み込むように喉頭全体が下がり,さらに小舌垂下して舌根と

の間に狭めく第2調音点)ができて,気圧がやや高くなり, これによって生ずる逆気流により声帯が

振動する。ここでは,小舌垂下により,鼻腔への通路が開放されたままになるため,鼻音化しやすい

点は前述の[6][ご]の場合と同じである。

[g]の調音は[6][d]よりも難しく,海南島海日・文昌方言のように,[す]は無声無気の軟日蓋音[k]

に代用 される傾向が見られる。

反門語の[す]の語例を下記に示す。

語例  月 亮  [す e?コこ] (月)

〈前歯)

牛公   [び ukao] 〈雄牛)

門牙  [回 軒e]

我   [す ua]

十五   [tsaw9]  (十 五)

〈わたし)  尻 [げun] 〈私たち)

工藝品 [kawepFin] 〈 工芸品)  行 業   [haコ ぃap]  (業 界〉

方言  [hЭ 幻いan]  く 方言〉 較券全  [k`a?gautt ia?](食通)

外国人  [gua191la。]〈 外国人〉倒巳行予    [すunhao] 〈銀行〉

海南方言にもgが存在しているのは未新建1995では指摘 していた。語例はまだまだ調査を進めな

ければならないが,「牛」は[Ju],「牙」は[ge],「鶏」は[gue]などの例はある(朱新建1995をご参照)。

以上のように,呉方言の入破音は6,す体系に分類でき,海南方言と反門方言の入破音は6,d,す休系

に分類できる。

2.2.非鼻音化型 [6,d,[6,ご,げ]とど討モ多化型赳[6/111,ご/n],[6/111,d/n,g/o]

海南方言の入破音は井鼻音化型(the type Of unnasalized inplosive)6,d,g体系であり,反 門

方言の入破音は鼻音化型〈the type Of nasalized iBplosiVe)6/m,ご/n,g/コ体系である。呉方言の

入破音は非鼻音化型6,ご体系と鼻音化型6/■,d/n体系がある。

反門方言の入破音の鼻音化について,筆者は次のように記述している(朱新建1996)。

反門語の入破音は,声門を完全に閉鎖 したまま,喉頭下行運動に伴い小舌垂下し,そ の逆気流で

声帯を振動させて調音される覇有声無気の鼻音性入破音である。小舌垂下することによって日腔

への通路が閉鎖されると同時に鼻腔べの通路が開放されるため,鼻 音化現象が生 じやすいのであ

る。これは反門語の入破音の特徴であり,反門語の入破音の鼻音化の決め手とでも言えるものであ

る。

反門語の入破音の小舌垂下は,日 腔内に溜まっている空気を呑み込むことによって生ずる逆気

流の助けを借りながら喉頭全体が下行するとともに小舌が垂下するが,喉 頭下行の強弱の度合に
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よって小舌垂下の幅が決まる。さらに,小舌垂下の幅によって,鼻控への通路の開放度が決まるの

である。逆気流が強ければ,喉頭下行の力も強い。喉頭下行の力が強ければ,小舌垂下の幅も大き

い。小舌垂下の幅が大きければ,鼻腔への通路の開放度も大きいために,反門語の入破音の鼻音性

も強くなる。

上述のように,反 門方言の入破音の鼻音化は入破音の調音のしくみによるものであることがわ

かる。すなわち,反門方言の入破音は調音の際,喉頭下降と同時に小舌垂下し,鼻子Lへの通路は解放

されている。したがって,末鼻音や鼻母音が後続する場合,頭子音の入破音は鼻音化 しやすいわけ

である。

一方,呉方言の入破音の鼻音化については,上海の入破音は鼻音化する報告がまだみられないが,

浙江南部の入破音の鼻音化について鄭張尚芳1988は次のように記述している。

永康,矯雲などにおいて,?b,?d声母は末鼻音の音節には現れない。末鼻音の音節では鼻音声母の

皿,nに同化されるが,陰 の声調のままである(呉語の陰声調の鼻音声母はいずれも喉家がやや緊縮

し,濁流がせず,よって
'B,'■

か,?回,?こと表記してもよい)◇絡雲を例に,ciO,a10,olllなど今日でいう

末鼻音の前には?b,?dは同じ調音部位の鼻音になる。例えば|

非末鼻音 ?be3保  ?bo3飽 榜  ?ba?百   ?del刀   ?diu3闘   ?d33短

末鼻音 回ごiol兵氷 コごio3餅  nご iコ釘灯  ■oBl東冬 nO回5凍

更には知声母の字が日語音で端声母のようなものも,■になることがある。例えばnaコ1砧。

永康は今日の末鼻音の音節にかかわらず,古 音の末鼻音の音節で今日に介音(わたり音)のない

場合も鼻音化して■,■になる。例えば:

今末鼻音  コa。1討  ■ oo 3本  田 iげ氷兵

古末鼻音  na5扮 絆  口 ai5紡

このような閉鎖音鼻音化現象は彼の有名な「鳥」のn化〈元は都了切[diaO],端声母,n化は多分言

葉の下品さを避けるため)といぅごく少数の例外を除いて,中国語の方言においてはそうあるもの

ではない。ただ し,?b,?dの鼻音化現象は桐台語のなかではよく見 られる◇例えば,壮〈チワン)語北

方方言の武鳴の?b,?d,田東,平果,横県などの地では1,nに鼻音化 し,南方方言の能州の?b,?d,後の

多 くは芭筆,扶絵,隆安,天等は例外なくn,■になる。例えば:

飛   村 奏   叶 子   鼻 子   得    罵

青邑ナト|    ?binl    ?bain3    ?baLUl    ?da131    ?dai3    ?da5

ヲく隼隼    lllin 2     111a i n3     1Bau 2     na13 2     nai3     na 5

西双版納〈シーサンパ ンナ〉タイ語のなかの?b,?dは徳宏のタイ語では□と1になる④。例えば:

飛   村 秦   叶 子   鼻 子  1得    罵

西タイ言吾  ?binl   ?baln3   ?bail   ?da91   ?dai 3   ?da 5

naol当  n的 1東冬  ni。 1釘灯

nalす日ガ子   nai3す丁
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徳タイFtt  lDen6    Bla:n3    回atu6    1aa3 6    1ai3    1a5

浙江省南部方言とは異なるのは,チ ヮン語の音便は末鼻音にかぎらず,?b,?d声母全部転化する

のである。このような状況は浙江省?b,?d分布目の近隣県にも程度が違うが,存在している。例えば,

武義語の端声母の字が皆n〈古末鼻音)と1(非末鼻音)になっており,討声母がBに音便する場合だけ

古末鼻音を条件としているが,非末鼻音の場合はpである。

古末鼻音  nie S変 コu03板 コ 1■1氷 neD3本  nie 5店 nu03胆  ni均1釘  ne■ 5頓

非末鼻音  pie3表  pu01波  pia 5弄 1le5釣  luo3験   lia5帯

これらの現象から見て,我々は武義の需,端声母は元 ?々b,?dだったかもしれず,今日の回化,n化,

1化現象は矯雲,永康など隣県のも?b,?dからきたかもしれない。

鄭張尚芳1988のこの記述を見れば,断 江南部の入破音は反門方言の入破音と非常に似ているこ

とがわかる。入破音の鼻音化だけでなく,入破音dの1化も頗る似ている〈朱新建1996をご参照)。

上述の各説をまとめると,海 南島の入破音6,d,す体系と上海の6,d体系は非鼻音化型入破音であ

り,反 門方言の入破音6,d,g体系と所江南部の入破音6,d体系は鼻音化型入破音であることがわか

り,それぞれ夏門方言の入破音は6/B,d/n,g/コ,浙江南部の入破音は6/回,d/nと表記することができ

る。表にまとめてみると次のようになる。

中国語に見られる入破音分布分類表

分

分 布

類

間 方 言 目 呉 方 言 圏

海 南 方 言 反 門 方 言 所江南部方言 上海周辺方言

体  系 d g 6 ご

鼻音化型 6/111  d/n  g/幻 6/111  d/n

非鼻音化型 6 d g 6   d

2.3.中国語周辺言語の入破音

中国語周辺言語の入破音については,中国境内にある桐台語,黎語,京語など,中 国の近隣諸国,

ベ トナム語,タイ語などの言語には入破音のあることは周知のとおりである。問題は古代からこれ

らの民族は中国の南部で漢民族と数千年にわたる文化の交流や融合があったことが大事である。

今でもこれらの民族は少数民族として漢民族と交流を続けているのである。海南島の黎族,広西の
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京族(ベトナム民族),雲南のタイ族,などなど。これらの民族は漢民族から大量的に借用語をする

のと同じように,漢民族もこれらの民族から少なからぬ言葉の影響を受けているわけである。海南

方言の入破音はその好例である。これについては,橋本万太郎1978『言語類型地理論』(弘文堂),同

氏1981『現代博言学』(大修館書店),陳宝王1996『論語言接触与語言聯盟―漢越(伺台〉語源関係的解

釈』(語文出版社)などを参照されたい。

ここで,筆者のベ トナムヘ現地調査したことについてすこし報告 したい。

筆者は平成10年度の古川学術研究振興基金研究費を受領して,中 国語の入破音の研究と現地調

査を兼ねて,昨年の2月から3月の間に,名古屋→上海→長沙→広州→ホーチミン→ダナン→フエ→

ハノイ→下龍湾→南寧→桂林→長沙→上海→名古屋といったぐあいに研究旅行に行ってきた◇実

に良い勉強になったわけである。筆者は反門大学の出身であり,海南島にも3回は行ってきたので,

今回はベ トナムが中心であった。ベ トナム語は三カ月間習ったが,思ったより難しかつた。幸い愛

知学院大学にホーチミンからの留学生が居て,ホーチミンでいろいろ案内してもらい,ほとんど何

にも不自由しなかった。管て英語専攻だった家内を同行させたので,どこへ行ったも英語が通じた

ので,また随分楽しい思い出になった。古川基金に心から感謝したい。

ところで,ホーチミン空港に到着したら,税 関で旅券を見せたら,流暢な中国語で「休是老師,是

大老師lll!Nr shlヽxoshl,sh dヽら1為stt at(あなたは先生ですね,大 先生ですね。)」と言われた

ときに〈当時の旅券の資格と査証はいずれも「教授」だった〉,さすがベ トナム,中国に近い越南だな

あ,と思った。留学生のアンヤン君と彼の彼女が空港まで迎えに来てくれた。そして,アンヤン君の

実家でまたすごい御馳走になってしまった。驚いたのはアンヤン君一家二人兄弟とも優秀な大学

生で,英語がぺらべらだけでなく,日本語もすごく上手だったことである。

しかし,ホテルまで送ってくれるといって,ア ンヤン君はわたしを,アンヤン君の弟さんは家内

を原付きの後ろに載せて,す べての道路にあお、れている「原付きの軍団」をスイスイと抜けて町を

走ったとき,来日早々のとき,原付きで新聞配達一年,オートバイ大好きなわたしでも,ドキドキは

らはらであった。大きな荷物をしょっていたし,なにしろ原付きの後ろに乗るのは実は初めてだっ

た。しかし,ホーチミンの原付き軍団は北京の自転車米水とここまで風景が似ていて,緊 張感が伝

わってくるとは,テレビ画面じゃ到底味わえないものがあった。でもなぜか,ホーチミンは中国の

反門,海南島となんとなく町の雰囲気が似ており,親近感があって, ここは別国だという違和感は

なかった。

もちろん,あっちこっち入破音の連発であった。一生懸命夏門語話者や海南方言話者にならった

入破音はいまでもあまり自信がないのに,ここの誰もが「上手」に話されて本当に「感服」した。とに

かく歩いた。タクシーに乗ると英語になるからである。イ露店で食事をしたり,公園でのんびりした

り,町の喧嘩を見物したり,できるだけ耳でベ トナム語を体験 した。生産店などで日本語が耳に入っ
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たときいささか不機嫌さえあった。

ホーチミンに3泊4日,ダナンとフエに2泊3日,ハノイに3泊4日,下龍湾に1泊2日,前後10泊11日の

ベ トナムは,実に入破音を「満喫」した。耳の体験では,ホーチミンのコーチシナ方言,ダナン,フエ

のアンナン方言,ハノイの トンキン方言はいずれも純粋な入破音の世界で,強いて外に何か発音が

ちがうといったら,ホーチミンのそり舌音が印象的で,各地は声調がややちがうという印象である。

次はまず一応,ベトナム語の音声を次のように示しておこう。

ベ トナム語の音声体系

字母:ベトナム語の字母はラテン文字を用い,次のように29価ある。

Aa Aと  na 3b Cc Dd Dd Ee Se Cg Hh li【 k Ll MD

[c:]  [a]  [Y] [6e] [se] [ze] [de] [e]  [e]  [ze] [hat] [i]  [kα]  [elY] [εlllY]

N ■ O o  0 0  びび P p  Q q  R r  s s  T t  U u  げt F  V  v   X X    Y y

[enY][o]  [o] [Y] [pe] [ku][erY][et si][te] [u]  [u]  [ve][ik si][i zai][ikYret]

頭子音:(19個)

ヲ重言己        /b/,/111/,/p/,/ph/,/v/,/th/,/t/,/d/,/n/,/x/s/,/d/gi/r/,/1/

音声  [6],[B],[p],[f],[v],[t`],[t],[d],[n],[s], [z], [1]

ヲ重言己        /Ch/tr/,/nh/,/c/k/q/,/ng/ngh/,/kh/,/g/gh/,/h/

音声   [ts],[コ ], [k], [コ ], [x],[Y],[h]

末子音:(3個〉

ヨ書言己        /11/, /n/,/ng/,/nh/, /p/, /t/, /c/,/ch/

音声    [一口],[―n],[刊],[却],[―p],[―t],[―k],[札]

単母音:(11個)

表記        /i/,/e/,/e/, 海 /, /a/,/a/, ん/,/0/,ん/,/u/,/tF/

音 声     [i],[e],[ε ], [c],[a:],障 ],[Y:],[9],[o],[u],[凹 ]

介母音:(1価)

ヲ壼言己        /0/」/

音声  [w]

重母音:

ヨ重 言己         /ia/,/ya/,/一 ie― /,/ye― /,/― uO一 /,/ua/,/一 tFd一 /,/ば a/

音声      [ie],      [と o],  [LuY],

上に示したように,ベ トナム語は漢字を廃止してからラテン文字を使用することになって以来,

われわれ中国人にとっては不便さえ感じてきた。

ベ トナム語の代表方言は標準語となっている北のハノイ方言と,南のホーチミン方言である。発
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音の面では,そ り舌などいくつかの発音と声調に違いが見られるが,言葉としてよく通 じ合うし,

基本的にほとんど同じであると言ってよい。ハノイ方言の子音は次の表に示すことができる。

ハノイ方言子音体系表

両唇音 唇歯音 歯茎音 後部歯茎音 硬日蓋音 軟日蓋音 声門音

破裂音
と
米 p t k

〓
氷

入 被 音 d

鼻 n p 9

摩擦音 f X h

V Y

破 擦  音

側 面  音 1

末 子  音 ―
p, -31 t. ―n ―p,一モ ―k, 一B

一方,ホーチミン方言の子音は次の表に示すことができる。

ホーチミン方言子音体系表

両唇音 唇歯音 歯茎音 後部歯基者 そり舌音 硬日蓋音 軟日蓋音 声門音

破裂音
白
Ａ p t k

と
対 t

入 破  音 ご

鼻 n 13

摩擦音 無声音 f S h

そ Y

破 擦  音

側 面  音 1 と

末 子  音 →
p, 一コ 一t, 一n ―

P,一略 ~k, ~13

ベ トナム語の声調はハノイは次の6種類あるが,ホーチミンは第5声と第6声は同 じ5声になって

いる。              ベ トナム語声調表

声 調 種類 名称 符号 調 値 発音 中国語声調参考

① Bang 平 声 な し ¬ 55 高平 陽   平

② 鋭 声 4 35 高昇 陽去陰入

③ ahuyen 玄声 低平 陽   平

④ 問声 降昇 陰  上

⑤ 扶 声 ほ短高平 陽   上

⑥ Nぁng 重 声 低短 陽去陰入

今回の都合で割愛するが,他の機会ではベ トナム語の入破音についてしっかり論じたい。
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3.呉方言の入破音

呉方言の入破音に関する先行研究は,鄭張1995によると,「E.H.Pakerはかつて1884年に当時の温

州郊外に[?b][?d]があるとの報告があった」。これは呉方言の入破音に関する最初の研究報告のよ

うである。

趙元任1935の『中国方言当中爆発音的種類』〈歴史語言研究所集刊第五第四分,商 務印書館)では,

「第九類は有声音の[b]で同時に声門がすこし緊縮する」,「第十類は第九類とあまり差はなく,た

だ喉頭部がさらに緊縮し,有声の度合いも強い。」などと記述したのは1.4.で触れた。これは中国人

学者による呉方言の入破音に関する最初の研究報告のようである。

呉方言上海金山方言の入破音について,搾汝傑1984では下記のように記述されている。

老派の金山方言では,中古音の討声母はp,?bの二種類の発音があり,中古音の端声母はt,?dの二

種類の発音がある。?b,?dの発音の原理は次のとおりである◇閉鎖を形成する段階では喉頭が閉鎖

し,両唇が閉じるか舌尖と上の前歯が閉じ,喉頭が下降する。喉頭の下降により,閉鎖が継続する間,

日腔の空間が増大し,空気が薄くなり,気圧が下がる。閉鎖を破る際に声門が緊縮するため,肺部か

ら流れ出る気流が少なすぎて,喉 頭下降により増大した日腔の空間を充満することができないた

めに,自然に日腔外の気圧のやや高い気流を吸入し,声帯を振動して濁音を発する。

語例として携女傑1984は次のように示している。

『方言調査字表』のなか,討,端の二声母には少なくとも一つの調査地では?b,?dと読むのがあり,

合計137字で,全体の64%を 占めている。次に挙げておく。

果撮:多柔歎 1候観:巴芭厄奄 1遇覇:補譜布布妬憲姓都賭 1蟹振:貝呆戴帯弄縄閉底低抵帝杯輩

背堆封 1止編:碑卑悲 1敏撮1褒保堡宝報刀明祷島倒到包胞飽豹爆月票標珂衆雄釣吊 1流撮:兜 斗料

陸円 1成競:耽担胆点店 1山撮:丹単旦扮八班頒坂板版鞭編変悠亀遂煽扁屋遍顛典般搬端短半絆断

潮鍛鉢掻綴 1擦撮:杉賓積療筆畢必不 1宕撮:博1江撮:邦1曾撮:登灯等発得徳北這 1優撮:打百

柏伯迫碧壁頂鼎 1通掘:卜東董憧凍棟冬篤督く中略)

「縮気」の程度をみると,大体強い,やや強い,やや弱いの三種類に分けることができる。強いの種

類は趙元任がまとめた中国語方言破裂音の中の第十種類に相当し,即ち?b,?dである。後の二種類

は第九類に相当し,即ち
'b,'dで

ある〈『中国語方言の中の破裂音の種類』,歴史語言研究所集刊五本

四分,1935年)。強弱が字音の分布における違いは音声上から規則を見出すのが難 しい。次は松隠の

発音を例に挙げて,声母の入破が強い字とやや強い字を下に示す。

強ヽヽ: 到 祷 島 倒 東 冬 担 胆 丹 単 旦 扮 都 l t 賭

やや強い:多 罷 杯 輩 背 堆 封 悲 扁 屋 端 短 百 柏 伯 迫

さらに輝汝傑1984では以下のように指摘されているも

周知のように,我が国境内のチヮン語族と東南アジア国家の一部の言語に縮気基音〈と:入破音)
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が存在している。中国語海南,松江,浦東,永康,永嘉方言の結気塞音についても前後相成って報告

されたことがある。・・・上海郊外の縮気塞音は他の方言或いは言語の縮気音く注:入破音)とは性質

が同じである。少なくとも金山方言の中のわりと強い縮気音は筆者の耳にしたベ トナム語,チワン

語と断江南部の中国語方言,海南の中国語方言の縮気音とは全く類比できるものである。

鄭張尚芳1988は上海周辺及び浙江南部の入破音の分布について次のように記述している。

浙江省と上海の呉語方言にはこの二つの声母は結構見られる。浙江省南部と上海郊外県の少な

くても八県にはこの二つの声母の分布が分かっている◇浙江省と上海で合計16県以上見られるこ

とは偶発の現象ではないはずである。ただ,各地の?b,?dの喉頭閉鎖の強覇が異なるだけである。上

海のほとんどの方言及び浙江省の永康,景寧などの県では喉頭閉鎖が覇いため,造 元任先生が『現

代呉語の研究』(1928)では浦東,松江,永康の緊喉濁基音をただのb,dとして記述 した。しかし,後に

は『中国方言の中の破裂音の種類』(『史語所集刊』第5本第四分,1935)の中で, この3カ所の方言のb,

dはいずれも「同時に声問がやや繁縮する」b,dであると記述している。これが呉語方言の中に緊喉

濁基音が存在する最初の報告である。

私の調査によると,この二つの緊喉濁塞音声母は現在は断江省の4つの地区に分布していること

は既に分かった。最も集中しているのは麗水地区で,絡雲,青口,景寧〈今は雲和に属す),慶元4県;

その次は温州地区で,永嘉,文成2県,台州地区では仙居県,金華地区では永康県である。これらはほ

とんどは山岳地区である。先行者及び復旦大学の調査によると,上海では南彙,川沙,奉賢,上海,松

江,金山,嘉定などの県及び市街区の老派に分布している。これからの更なる調査につれて,新しい

分布区を発見する可能性はある。

断江と上海のこの二つの緊喉濁塞音はいずれも古音の全清声母(無声無気の破裂音)を表すもの

である。即ち,討声母は?bで,端声母は?dであり,他の?b,?dを有しない呉語方言の中のp,tに相当す

る。浙江各県の?b,?dは上およりは完全な形で保たれ,普 通討声母端声母例外なく?b,?dであり,上

海の一部の県のように,老派や一部にしか残っておらず,?b,?dと,,t共存し,?b,?dはp,tの異音に

なっている情況とは違う。?b,?dの喉頭緊縮は浙江の多くの県は比較的に強いが,上海の各県は強

い調音は少ない。

この二つの緊喉濁塞音声母の字が各地とも陰の声調であり,陽の声調のb[bn,pn],d[dn,tn」声母

と対立をなしている。次は永嘉蓬湊を例に,全清,次清,全濁の三類の声母の声調分布〈便宜のため,

次のようにそれぞれ単数1,3,5,7で陰の平上去入,偶数の2,4,6,8で陽の平上去入を表す)を比較し

たい。

古全清 陰 声調 ?bail杯  ?bu 5布   ?biコ
3餅 ?dai 5封  ?dOl多  ?dOo3憧

古次清 陰 声調 phail杯 phu 5舗_路  phio 3品 lthai 5退  th01  th093統

古全濁 陽 声調 bnai 2賠 bnじ6歩   bniコ
4並 dnai6隊  dno2  dn014動
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上のように,?b,?dは有声の閉鎖音であるが,喉頭緊縮の?により清音の類に帰属し,次清と同じ

ように陰の声調をもち,全潟とは異なる。この点は桐台語の?b,?dが陰の声調であるのと一致して

いる。

さらに鄭張尚芳1995には次のように記述 している。

断江省南部の八つの県に有声の先声門閉鎖音?b,?dが存在する。(中略)この子音はまた上海の郊

外県にも観察される。趙元任1928は松江と浦東の南[に それが見られるとの報告があり,衰家癖な

ど1960は浦東の川邸をそれに追加している。復旦大学呉語研究室の調査によると,奉賢,金山,嘉定,

上海県及び市術区の老派にも有声の先声門閉鎖音の存在することが判明した。例えば,「旭,帯」は

金山,永嘉とも?bol,?da5と読む。

先声門閉鎖音?b,?dの最大密集地は古百越地区の西端であり,海 南の間南方言以外に,広く壮憧

語族の諸言語に分布しており,(中略)隣国のタイ語,ラオス語,アハン語,ベ トナム語などにも見ら

れる。(中略)断江省南部,上 海呉語の?b,?dは陰調であるが,海南の間南方言や壮憧諸言語の?b,?d

も同じく陰調である。

上の先行研究で指摘したように,上海近郊県や浙江南部の呉方言圏に見られる?b,?dは紛れも無

く入破音である。そして,断江南部の呉方言には鼻音化型の入破音?b/?n,?d/?nも存在しているな

ど,前述の2.2.で触れた。呉方言圏の入破音について筆者自身による現地調査などはまだこれから

しなければならないが,他 の機会で呉方言圏の入破音と問方言目の入破音との関連性を明らかに

したい。今までの研究成果をみても,所江南部の鼻音化型入破音とごの1化現象などは反門方言の鼻

音化型入破音,dの1化との共通点が多いことが分かっており,さらなる研究が待たされている。

4.海南島に見られる入破音の研究

海南方言は間方言国の間南方言であり,海日方言と文昌方言は代表方言である。同じく間南方言

としては,間である福建省の南部に位置し,地域共通語としての反門方言があり,そして津州方言,

泉州方言,東山島方言や,台湾省の台湾方言などが挙げられる。距離的には海南島は福建省とはか

なりあるが,同じ聞南方言であり,そして,入破音という特殊な音声を共有している。

海南方言の入破音について,まず,趙元任1935は次のような記述がある。

曾て李方桂が海南島方言を調査しているときに音響スペクトログラムで証明済みである。彼の

得た曲線上では,通常のいわゆる「破裂」の部分は,曲 線は外へ動かないばかりか,確かに奥へ動い

たのである〈これは電球の破裂にたとえることができる〉。今まで調査 した中国の方言の中では,こ

の類の音は海南島の東北部にしか観察されない。例えば,「水」は文昌では[?be13],浦東では['bi鳴],

上海では[pi3]である。

李方桂が海南島方言を調査したときの論文はまだ入手 していないが,海 南方言の入破音につい
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ての最初の論述であることは間違いがないであろう。

梁猷剛1958では,海南島海日方言の入破音を次のように記述している。

海南島海日市の方言は中国語の地域方言の1つであり,音 声の構成,基本語彙と文法構造から見

れば,大体問南方言の系統に属する。しかし,音声の面で突出の特徴が1つある。それが即ち声母と

しての子音[6]と[ご]が有声の吸気音である。

梁猷剛1958の「吸気音」の用語の不備についてはすでに1.4.で指摘 したとおりである。

梁猷剛1958では次のように海日方言の入破音6,dについて貴重な語例を提供 した。

海日方言では,声母が[6]の字が以下のとおりである。

(1)古音声母が「討」で,現代北京語の音声では[p]のもの。海日方言は全部[6]と読む。

波[6oメ]   把 [6au]   布 [6ジ]   寿 [6ai夕]

閉[6iメ]   杯 [691']  堡 [6a田]  標 [6iau力]

班[6aジ]   変 [6inイ]  賓 [6inメ]   本 [6u評]

討[6aジ]   崩 [6oジ]   氷 [6eジ]   丙 [6e●M]

ノ`[611]        'J[6itJ]      立携[6uakl]

必[6itl]   博 [6oll]  碧 [6ekl]

12)古音声母が「並」で,声調が灰声であり,現代北京語の声母が[p]のもの◇海日方言は全部[6]と

読む。

音B[6utt]        敗 [6aJ]      幣  [6財]       暴  [6響」]

球[6aげ]   辣 [6inl]   朱 [6u辞]   並 [6eジ]

抜[6uakl]   泊 [69kl]

3〉古音声母が「並」,声調が平声で,現代北京音の声母が[p`]のものは,海日方言は普通[f]である

が,次の各字だけ[6]と[f]の又読みがある。

爬 [6aJ][fa」]                拐 十[6aiJ][faiJ]

岸争[6aiJ][faiJ]                賠  [6ueJ] [fueJ]

肺卒[6iJ] [fiJ]                   和己[6auJ] [fauJ]

行E侃宜  [6a13J] [finJ]            a畳[6uaJ] [fua13J]

平耽 [63J][fe13J]

4)古音声母が「非」或いは「奉」で,現代北京音の声母が[f]のものは,海日方言は普通[f]であるが,

次の各字だけ[6][f]の又読みがある。

「非」声母,

斧[6auM][fuM]        膚 [6auメ][fu力]

飛[6ue夕][foi夕]       弟 [6ui力][fuiメ]
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夕)分開[6un力] [fun力]              雪薯[6unメ] [fun力]

方嚇形[6a13メ][faジ]      放 [6aジ][fa。メ]

幅[6akl] [fok l]

「奉」声母 :

符郵[6au l][fu J]       吠 [6ui」][fui」]

月巴[6ui」] [fi」]                馬  [6a13J] [foコJ]

佛[6utl]③

3)と4)は[6]と読むのは一般的に「説話音〈話 し言葉,訳注)」であり,[f]と 読むのは「読書音く書

き言葉,訳注)」で,厳格な区別はない。普段話すときも「読書音」を使 うこともあるしく例えば,「眸気

不好」[fi」k`uittvolhou]),読書するときも「説話音」を使 うこともある(例えば,「与子同抱」[zi材tsi

材hoコJ6au」])。ただ,両者の中では[6]が 多い。

海日方言の声母が[ご]であるものは以下の通 りである。

1)古音声母が「端」で,現代北京語の声母が[t]であるものは海日方言はすべて[d]である。

身R[doJ]    者再首都[duメ]    規蔦[dai/4]    他氏[doiメ]

抵 [diJ] 対 [dui力]  切 [dauメ] 円 [dou」]

耽[ねIE/]店 [dia回力]

丹Ma13ガ]  典  [di謂]    断  [dua諄]  敦 mu7]

デ己[da均u]   二≧[ご913カ]     T [deOメ]    壇ま[do13胡]

そ革[ごal]   神 事[dit]]    停 富[dok l]

2)古音声母が「定」で,成長は灰声で,現代北京語の声母は[t]のものは海日方言ではすべて[ご]で

ある。

大[da/t]   杜 m「 ]     怠 Mai/4]   逓 岡oll]

レ魚[duiメ]   J上[ごi」]      式圭[dau以]    訂司声調[diau」]

淡[daBH]

但 Ma13tt]  電  [diジ]    盾 略u嗣 ]

蕩[da13メ] 邸 [doポ]  定 [deジ]

星岡iap H] 敵 略ekJ]    独  [dokJ]

3)古音声母が「定」で,声調は平声で,現 代北京語の声母が[t`]のものは海日方言は一般に[h]と

読むが,以下のものだけ[d][h]の又読みがある。

足巨[ご91J]   [hDiJ]      ゎ 与[dauJ]  [hauJ]

旭重[duaJ]   [ha13J]       を重[duaJ]|[ha13J]

t [dunJ]   [hunJ]       ル 家[dunJ]  [hunl]
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飩[duジ] [hunJ]  腎 [diジ][hunH]

堂[dOt4] [ha● J]   塘 [d押] [ha13J]

序篤[dinJ]   [heコJ]       岩言[de13J]  [he13J]

庭[diaJ] [heDH]   同 [daoJ][hЭコJ]

銅 [daコJ] [hOoH]   筒 [da13J][hOコ J]

以下各字は,[d]の発音だけである。

居[du胡] 姉 [めiJ] 条 [diauJ]

舌廿[dialllJ]

4)古音声母が「知」で,現代北京語の声母が[ts]のものは,海 日方言では一般に[ts]と読むが,以

下の各字だけ[d]と[tS]の又読がある。

張[diO力] [tSia13メ]  帳 [diジ][tSiaジ ]

肘薫[di。オ]  [tsia。 」]

着[diOJ] [tSiOkJ] 卓 [d♂] [tSiOkl]

レ兵[due■]   [tSiЭkl]    啄  [due司]  [tSiOkl]

締笥[dial]   [tsOkl]     竹  [diOkl] [tSOkl]

このほか,「猪」という字は[duメ]と読むのみである。

5)古音声母が「澄」で,声調は灰声で,現代北京語の声調が[ts]のものは,海日方言では一般に[ts]

であるが,以下の3字だけ[ご]と[tS]の又読がある。

箸 my]    [tsノ ]      滞 岡 ジ ]   [tS泌 ]

重[daポ] [tSOジ ]

6)古音声調が「澄」で,声調が平声で,現代北京語の声母が[tざ]のものは,海日方言は一般に[s]と

読むが,以下の各字のみ[ご]と[s]の又読がある。

身馬[dεJ]    [SaJ]        帰 寸[duJ]   [SuJ]

遅 [diJ]   [SiJ]       わ 垂[duiJ] [SuiJ]

綱[diuJ][SiuJ]  陳 [da「][SinJ]

長 [dOJ] [SiantH]  腸 [dOH] [Siant4]

勉訪[diOJ]   [Sia●J]

3)4)5)四種類の中で,[ご]は「説話音」で,[h][ts][S]は一般に「読書音」であるが,厳格な区別はな

い。普段話すときも「読書音」を使うこともあれば〈例えば,「性脹」[dauutSia。」]),読書するときに

「説話音」を使うこともある(例えば,「着重研究」[tSiokJdaギコiMkiジ ])。

梁猷岡Ⅲ1964では「吸気音」を「喉塞音」に改め,表記は6,dから?6,?ごに変えたことについては前述

1 . 4 . のとおりである。
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筆者は3回にわたり,海南島へ現地調査に行ってきたが〈朱新建1995),お南方言の入破音体系は

非鼻音化型で6,ご,『体系であることを確認した。しかし,1.4.で述べたように,gは海南方言ではkと

しており,音声の実態がまだ明らかではないが,これから調査を進めていきたぃ。

5.反門方言の入破音

筆者の研究結果では,反門方言の入破音は鼻音化型6/口,ご/n,g/コ体系の入破音である。

趙元任1985では次のように反門方言のb,d,gを第八類の「爆費音」に分額し,その鼻音化をも指摘

した。

「第七第八第九第十類は本当の有声音であり,換言すれば,破裂する前に声帯がすでに振動して楽

音になっているからである。(中略〉

第八類は普通の弱い有声音である。前述の他の類での変化が見られる以外は,時には独立した音

素となる。反門語においは多くの他の方言の[回]に相当する。例えば,反門語の「帽」[bo]は国語の

[皿oも]である。」

反門方言の入破音6/B,ご/n,す/コについては一部の話例を以下に示しておく〈朱新建1996)。

麦穂  [6esui]〈 玉蜀黍) 鳥白浄 [o6ei tti](tヽ じみあう〉

無柱柱 [6otutu]〈そうとは限らない〉 麻文笑 [6a6unri。](微笑む)

拓煤炭 [tr u?コOt`ua13](石炭を掘る) 免 銭  [回 0捧T] (無 料)

姪ζ処上    [EIITalT] (姓名)

麻雀  [6ariOk]〈 麻雀)

大罵  [ご uamO]〈 口喧嘩する)

農民  [め ,回T]  (農 民)

米処  [6idua] (米 籠)

笠仔    岡ue?a]    〈笠)

忍耐  [卜 i口n訂]  〈 忍耐)

某舅  [6oku]  (い とこ)

ネLあ鬼    [rellag]    (ネし捻浅)

人民  [卜 inttT] (人 民)

一粒  [粋 iNiap]  (一 粒〉

言人  [duercコ ] 〈 女性の喧嘩〉

老板     [daupan]

曰罠月笛    [tr aunag]

〈社長 )

〈頭脳〉

〈努力)推拿  [tF uina]  (核 摩治療)  努 力  [nJぃ it]

依頼  [idai]→  [in訂 ]〈依頼) 欄 着  [dantta]→  [n面 捧a]〈囲う〉

月亮  [ge抑 3]

門牙  [田 軒e]

予党      [gua]

(月)

(前歯〉

〈わた し)

工塾品 [kaBgepF in] 〈工芸品)

方言  [h3幻ぃan]  (方 言〉

牛公  [gukaコ ] (雄牛)

十五  [tsapげ Э]  (十 五)

院       [gun] く私たち)

行業  [ha幻ぃap] 〈 業界)

較券食 [k`a?gauttia?]〈食通)

外国人 [すuakЭkla。]〈 外国人)

―- 36 -―

銀 行    町 unha13] 〈銀行)



愛知学院大学 教 養部紀要 第 47巻第 4号

原料  [幻 uanaこ] (原料) 両個  [n的 o]  〈 二人〉

替換  [t`ui3ほ a]  〈 交替する) 前 後  [枠 ian3ag]〈前後)

午后  [oOau]   (午 後) 五方  [均5hЭ均](東 西南北中〉

雅座  [oatsO] 〈 お座敷)硬幣  [● 抑e] 〈コイン)

挟菜  [o百0?tsF ai] 〈お菜を取る〉 豆爽  [taじo礎?](爽 豆)

しかし,反問方言についての先行研究は数多くあるが,朱新建1992で指摘したように,反 門方言

の頭子音b,d,gは入破音6,d,すであるとの記述はそれまでなかったのである。筆者は1986年に研究

生として九州大学文学部言語学科に留学したときに,反 門語の頭子音についてレポー トを書いた

ことがある。言語学の勉強と訓練をしたいから,中国の大学の講師職をやめて私費で日本にやって

きたのであるが,毎朝晩新聞配達をしながら九大の言語学研究室に通ったが,取り上げたテーマは

なんと反問に10年間もいながら全然留意していなかった辰門語の頭子音の研究である。反門の生

まれではなかったが,1975年に反門大学日本語学科に入学し,1980年に反門大学大学院の現代日本

語専攻で勉強し,そのあとは日本語の講師になったが,足掛け屋門には10年間いたことになる。と

ころで大学ではほとんど共通語の北京語だったし,町に出ても北京語が通用するので,夏門語は聞

いて分かる程度で,簡単な会話 しかできなかった。ただ,反門語話者の同窓生が何人もいたが,なぜ

彼らがわたしたち「内地人(内陸部の人〉」よりはやく日本語を覚えてしまうのか,逆 に日本語の発

音はクセがあるなど不思議に思ったことがある。1988年に九大から名大の大学院に入り,属門語の

音声研究を修論のテーマにして研究を続けた。丁度その時期前後して来日した反門大学の同僚や

教え子が数人居たので,彼 らは皆反門生まれでボランティアでインフォーマントになってくれた

おかげで,なんとか修論をまとめることができた。彼らに反門語を教えてもらうなかで,じっくり

と問題の発音を観察できた。これはb,d,gではない。6,ご,gださなぜなら,筆者の母語(朱新建1995『中

国語永州方言の音声』をご参照)にはp,p`,bがあるからである。屋門語のbは筆者の母語のbとは違

う。そして,夏門語話者の日本語のバ,ダ,ガ行音の発音に問題点が多い。日本語と同じb,d,gが反門

語にあるなら問題がないはず。たいした発見ではないかもしれないが,夏門語のb,d,gは6,ど,すであ

ると解釈できたときにすごい喜びがあった。北京で一年間言語学を教えてくださり,九大で一年半

指導 してくださった早田先生には言語学の面白さを教わり,心から感謝している。先生の期待に答

えられていないかもしれないが,地味に研究を続けていくつもりである。

反門方言の入破音については朱新建1992と同1995などで述べたが,前述の1.と2.にも触れた。た

だ,筆者の反門方言の入破音の研究は反門市内の反門語話者の音声に基づいているため,音声の材

料は限られている。反門郊外県,さらに福建省南部の農山村地帯へ闘南方言の調査を広げていけば,

もっと多くの入破音の材料が集まるはずである。台湾の間南方言の調査が必要であるし,そ して,

福州を中心とする間北方言には入破音が存在するかどうかの調査も必要である。歴史上,同じ越の
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地,東 団の地で発展してきた間方言圏と呉方言国との関係究明にも力を入れていかなければなら

ない。

6.おわりに

これからの研究は入破音の6,d,すと破裂音のb,d,gの比較が必要になってくるが,ただ,聴覚印象

や調音の内省と自覚で説明するだけでは意を尽くさないものがある。科学の進歩につれて音響音

声学は突飛猛進の時代を迎えたので,音 響音声学の科学分析による入破音の記述は研究課題の一

つになってくるであろう。

入破音は人類言語の最古の音声の一つであると位置づけをしているが,当 面は中国語の間方言

圏と呉方言国の入破音の研究に注目し,古 代百越との関連性の研究などにも注目して中国語の入

破音の研究を続けていきたい。

なお,この論文は平成10年度古川学術研究振興基金研究費の受領によるものである。
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付録一: 参考訳文

1.『中国方言当中爆接音的種類』,趙元任1935

「中国語の方言の中の破裂音の種類」,趙元任1935著,朱新建訳

1.『海南島海日方言中的吸気音』,梁猷円11958

「海南島海日方言に見られる入破音」,梁猷岡Ⅲ1958著,朱新建訳

I.『老派金山方言中的縮気塞音』,勝汝傑1984

「老派の金出方言に見られる入破音」,赫汝傑1984著,朱新建訳

『.『所南和上海方言中的緊喉濁塞音声母?b,?d初探』,鄭張尚芳1988

「断江省南部と上海方言に見られる入破音?b,?dの研究」,鄭張尚芳1988,朱新建訳

付録二: 中国語入破音をみる歴史地図

中国社会科学院主宰・諄其暖主任編集,1982,『中国歴史地国集』(中国地図出版社出版)

1.商時期全図

1.西周時期全図

皿.春秋時期全図

Ⅳ.戦国時期全図

V.戦国時期楚越図

Ⅵ.秦時期全図

『中国歴史地国集 第一冊』より

『中国歴史地固集 第一冊』より

『中国歴史地国集 第一冊』より

『中国歴史地固集 第一冊』より

『中国歴史地固集 第一冊』より

『中国歴史地国集 第二冊』より

‖.秦時期准漢以南諸郡図   『 中国歴史地国集 第二冊』より

1.西漢時期全図 『中国歴史地国集 第二冊』より
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付録一 :参考訳文

参考訳文10: 『中囲方言営中爆務音的種類よ1)

中国語の方言の中の破裂音の種類

趙元任①

破裂音は調音部位からの研究と,調音方法からの研究とがある。中国においてのほとんどの方言

にみられる破裂音は例外なくp,t,kの 部位に属する◇舌尖の特に後寄りのt(即ち[t])はほとん

ど破擦音の声母が,方 言によっての一種の変化である。例えば,「E召」は一般の方言においては,

[tscじ]であるが,院,議,害ぽ三省②の境に接している各地では往々にして[t∞]と読むことがみられ

る。このほか,舌面の破裂音[お],[c]のような音はほとんど音素kが狭母音〈歯音或いは円唇音)に影

響されて調音された音色である◇例えば,山東省中部と東部では,「鶏」は[おi],国語③は[粋i]であ

る。いずれにせよ,発音部位の問題はわりと簡単なので,これを論外にし,本稿は中国語の方言にみ

られる破裂音の各種の調音方法を議論することにする。そして,便宜上,ここでは唇音p,bなどを例

にとり,舌尖音,舌根音を概略し,発 音部位の違いにより発音方法も違う時に限りその都度取り上

げることにする。

周知のように,国語の音声には[じ]と[ph]12)の二種類の破裂音がある。すこし方言を研究した方

には反門語に[b]があることを知っているかもしれない。例えば「馬」[be]。国語の二種類は清音(声

帯は楽音を発しない)であり,第二類は濁音〈声帯は楽音を発する)である。細分類すると,少なくと

も以下の十種類に分けることができる。

第七類 bn l寧波「牌」bna

第八類 b l反 門「帽」bo

第九類
'bl松

江「飽」
'bo

第十類 ?bl文 昌「板」?ban

第一第二類は無気の清音である。第一類は強いもので,第二類は弱いものである。例えば,上海で

は父親のことを「伯伯」[papa?],北京では「含含」[脱ba]である。ここの[p]と[り]の強弱はかなり異

なる。上海語話者或いは他の呉方言話者のほとんどがフランス語の無気音p,t,kを習うとき,自 分

の方言のp,t,kで代用しても差し支えない。例えば,capitaine[kapiteiln]を発音しようとすると

き,自分の方言の「隔壁4El発」[kωlkete。]という言葉を思い出せばよい。少なくとも声母はほとん

ど差はないのである。しかし,北京語話者は「隔壁的発子」[9Ybide Stt CSl]を用いて模範発音とし

てまねをすると,そりゃ話にならない。それだと,capitaineが[9abideilnコこなってしまう。このよ

うな発音では,間 違いなく英米系のフランス語の先生に直される。なぜなら,彼 らはどうしても

capitaineを有気の[khaphithein]と発音せずにいられないからである。しかし,今 度は学生のほ

うは納得しないので,先 生と言い合いになり,互 いに相手が間違っていると言い張るのである◇

どっちの言い分も正しい。なぜならどちらも間違っているからである。学生の読み方が柔らか過
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第一類 p 上 海:「班」pe

第二類 じ 】ヒ京:「班」,an

第二類 ph北 京「吸」pho

第四類 じh南 昌「↑白」わha

第五類 px太原「↑白」pxc

第六類 pn江 陰「爬」pno
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ぎて,先生の読み方が有気じすぎたからである。

この二種類の音は環境によって変化も違う。第二類は母音の間では軽声となると,往々にして濁

音になる。第一類は安定している。例えば,「奄含」[′,a ba]の二番目の「含」の声母は濁音の[b]にな

る。上海の「イ白イ白」[pa pa?]は二字とも強いからそうであるが,「三百甘」[′sepa′,3]の中の軽声

「百」の発音はやはり[p]であり,有声化 しない。

第二類,第四類,第五類,第六類は有気の清音である。第二類の[ph]は強い有気音である。例えば,

北京の「f白」[pha]。第四類は弱い有気音である。例えば南昌の「拍」[じhc]。第五類は強い摩擦の有気

音であり,例えば太原の「↑白」[pxo]。第六類は強い有声の有気音である。例えば上海の「牌」[pac]。

第二類は安定していて,どんな環境にあっても有気の働きは失わない。たとえまれにしかない極

端に軽声と声調の区別する北京語においても,ご く僅かな幾つかの特別な言葉にだけ軽声の関係

で有気の働きを失う現象が見られる。例えば,「籾塗」は,[′xuthu]〉[′xuSu]〉[′xudu]で,「枇杷」或

いは「琵琶」は,[′phipha]〉[′phiじa]〉[′phiba]である。しかし,こ れはごく少数の例外であり,当然

の変化の規則だと認められない。例えば,「外頭」[′uarth∞]は[′uald∞]と言う人はまずない。

第四類は第二類とは聴覚上たいした区別はない◇しかし,他の音の環境にあると,その変化はか

なり異なってくる。上述のように,第三類は安定しているが,第四類は違う。それは二字語の二番目

にある場合有声化して純有声音〈無気)の[b]〈第八類)になるだけでなく,そ して[b]とは自由異音

(variphone)(3)になっている。例えば,「偏僻」は北京は[phi3nphi],南昌では第二の声母,或いは第

一第二声母とも無気の純有声音なる。言い換えれば,[じhiεnbi]と言うか,[bienbi]と言うかである。

第五類[px]は破裂に摩擦14)を加えたような複合音と認めてよいようである。舌根の部位ではま

るで一種の破擦音〈affricate)である。私はこの類を有気の破裂音の欄に入れたのは他の方言の普

通の有気破裂音に相当するからだけでなく,音声学上の理由もあるからである。山西省のかなりの

方言の中では,例 えば,大 原では,この日唇摩擦の有気音[x]は円唇の歯音となると, ドイツ語の

ichの[c]になる。例えば「皮」の[pい]は,「↑白」[pxa]の[x]とは違う。しかし,この[c]だけでは必ず

しも一種の有気音だとは限らない。例えばフランス語の piedは通常[pce]と表記しているが,こ

の音は山西各方言の「紋」[pce]の音とは全く違う。ここの差はこうである。つまり,フランス語の[p]

は第一類で,有気音とは対立している。piedのiは[ョ]で,[p]との同化で清音[|]になったが,これは

声門が全開する[●]ではない。[p]は無気であるため,破裂後も声門はやはりやや繁縮 しており,[c]

の調音に必要な息のほとんどは日腔にある息なので,聴 覚上はすこしも普通の有気音には聞こえ

ない。山西の[pxa],[pci]の[x],[|]の場合は,これこそが声門全開の音である。従って,この類の字

の発音では,有気は主要な働きであり,舌根と舌面の摩擦は偶然である。

この類の破裂音は揚州以東の方言においては時に普通の有気音と併存することがある。例えば,

如界の「托」[th9?],「毒」[txo?]はその例である。
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第六類は面白い類である。これがつまり呉方言の[p],[ph],[pn]の中の第二類である。この類は

普通,有声音の[b]の一種であるとされているし,そして聴党上も有声音(5)に聞こえる。しかし,あ

る上海の人はbig boyを[pRIkpRol]と言ったとすると,英国人や米国人の耳では沢山の有声音の有

気を聞き取れないだけでなく,有声音[b]そのものもほとんど聞き取れない。呉方言の「濁音の無濁

説」(有声の非有声音)については劉 復④が音響スペクトログラムで証明して最初に私に教えてく

れたのである(6たもう一つ,この音を[b]のように聴こえるのは, この音が語の間にあるときに本

当の[b]となるからである。例えば,上海の「別」は[pRI?]であるが,「特別」では[t6obI?]となる。こ

れは二字目の声母は清音の有声有気から有声の無気音になるが,第 一字「特」[t6o〈?)]はやはり第

六類の破裂音である。呉方言の第一類破裂音の[p]が母音に挟まれても有声化しないことについて

は前述のとおりである。

第七第八第九第十類は本当の有声音であり,換言すれば,破裂する前に声帯がすでに振動して楽

音になっているからである。第七類[b側は有気の有声音である。これは第六類の[pn]と同じ区域の

方言(呉方言)に見られ,同じ字に見られる。この類の音はいかなる方言にも独立した音素であると

はここで言えない。私の観察の限りでは,これはいつも第六類の[pR]と異音となっている。例えば,

寧波の「牌」は時に[bna],時に[pna]と読む。前後に母音に挟まれると[bn]が無気の[b]になり,第六

類とは同じである。

第八類は普通の弱い有声音である。前述の他の類での変化が見られる以外は,時には独立 した音

素となる。反門語においは多くの他の方言の[コ]に相当する。例えば,反門語の「帽」[b6]は国語の

[■ω]である。前述の第四類の時に,南昌の[跡]は有声音の[b]とは自由異音の関係にあると触れた。

南昌地域の他の江西方言では,有気の無声破裂音は専ら無気の純有声音と読む。例えば,「派」は南

昌では[9haI]或いは[bal]と読むが,都昌と湖日ではいつも[baI]である。狭母音の前では,舌根の

破裂音はまるで通音〈継続音)continuantのようになる。例えば「快」は南昌では[9huar]と[9uaI]の

二通りの読み方があるが,都昌では[uaI]と読む。

第九類は有声音の[b]であると同時に声門が少し緊縮する働きが見られる。ここで仮に['b]で表

記する。この類の音は上海近 くの小さい地域に見られ,上海市内には見られない。例えば,「飽]は浦

東と松江は['bO]で,上海は[po]である(第一類)。このほかは新江省の永康でこの類の音に出会っ

たことがある。

第十類は第九類とそう違わず,ただ喉頭の緊縮はもっと強く,有声の度合いも強い。だから,もし

第九類は弱い音とすれば,第十類はそれに相当する強い音である。この類の音は聴覚上も発音上も

一つの特徴があることがわかる。すなわち,破裂するときに声門のところで緊縮するため,出てく

る息が少なすぎて,大きく開いたため容量の増えた日腔に息が満たさないので,結局息が逆に外か

ら日腔へとすこし吸い込まれて,ある種の高音の音色が発生することになる。この事実は曾て 李
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方桂⑤が海南島方言を調査しているときに音響スペクトログラムで証明済みである。彼の得た山

線上では,通常のいわゆる「破裂」の部分は,曲 線は外へ動かないばかりか,確かに奥へ動いたので

あるくこれは電球の破裂にたとえることができる)。今まで調査した中国の方言の中では,こ の類

の音は海南島の東北部にしか観察されない。例えば,「氷」は文昌では[?beo],浦東では['bi3],上海

では[piコ]である。

この第九第十類の音の見方は非常に意味のある状況がある。つまりすべてこの音のある方言で

は,例外なく唇音と舌尖音に見られ,舌根音に見られない。この類の音は他の方言[p],[t],[k]に相

当する音であり,この特類の声母のある方言では,常 に['b],['d],[k]或いは[?b],[?d],[1],二番

目はいつも普通の[1]である。ここの理由は難しくない。舌根と軟日蓋から声門までの空間は狭く,

日腔の空間のわりと余裕のある[b]と[d]のようにかわったことができず,声帯がやや振動すると,

そのわずかな空間はただちに息が一杯になり正圧力になってしまう。だから,空間も時間もなく,

第九類のようなぶら下げる聴覚印象と第十類のような奥へと「破裂」する聴党印象がない。大体舌

根の破裂音は上述のような変わった事をしなくても有声化すること自身むずかしいものである。

あと二種類の破裂音は中国の方言にまた観察されていない。ひとつは喉頭閉鎖の清音「W],[t?],

[k?],例えば,アメリカインド語のChip口eyan語に観察される音。中国南部方言の入声の閉音節の末

子音はこの音と比較的に近い類である。例えば,「急」は広州では[kCp]。短い語或いは文の末尾にあ

ると,聴覚上は第一類の[p]とはほとんど差がなく,ただ破裂しないだけである。しかし,母音が始

まる語が後続すると,達読 してやや喉頭閉鎖があり,後続する母音との融合を阻止する。例えば,広

州の「乞児」は[hct(?)i]であり,[hCti]とはならない。この喉頭閉鎖がアメリカインド語のように

強くなく,[hct?i]とはならない。そうでないと広東の音らしくない。

もうひとつ中国では見られない破裂音は英語や日本語のような有気と無気の間に介する清音で

ある。イギリス人が「北平」を言うとき,中国人は聴覚上往々にして彼がわざと「丞兵」のように逆に

ものを言うように思う。英文のpeak,take,【ateの声母は当然speak,stake,skateのsのあとの音よ

り息がやや多い。これは中国の英語の学生は気が付かないものはないが, しかし,前者は十分な有

気音ではなく,後 者も全くの無気音でもない。例えば,中 国風の読み方で[ph]eaヒ,[th]ake,[kh]

ateとs[p]cak,s[t]ake,s[k]ateを言うと,その結果は「非英語」になってしまう◇英文の二種音と

も有気と無気の間に介する音であり,このような破裂音は中国ではまだ観察されていない。

総括すると中国の方言に見られる破裂音は次のとおりである。

第一類 ptk 第 二類 ph th kh 第七類 bn tt kn

身事二二類  じ 3 9   第四類 9h い 3h   第ノ`発買 b  d  g

第五類 px tx kx 第九類
'b'd(欠

)

第六類 pn tn kn 第十類 ?b?d(欠 )
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③:『避元任年譜』(越 新那・黄 培雲編,1998,商務印書館)によると,『中囲方言営中爆勢音的種類』

は当時越元任43歳,南京在住の年に,越元任著,Types of Piosives in Chinese,Proceedings of

the 2nd lnternational Congress of Phonetic Science,Londont1985,pp.106110の超元任本人

の中文訳である。当時は『中研院史語所集刊』第5本,第2分:515-520。拙訳は中華書局1987版の,『歴

史語言研究所集刊 第五本,第四分p515520』より訳出。

原文脚注:

(1):英文原稿は蓄音機レコードでロンドンで開かれた第二国際音声学会で読み上げた。〈原文p515,

( 1 ) )

(2):一般的には有気音を「
`」
で表記するが,本稿は「

`」
を有気の弱い英文の[p`]に用いるので,仮に

[h]で中国語の方言の有気音を表記することにする。(原文p515,12))

(3):普通,音素(phone■e)という名詞を用いるのは,一つの音が違う環境に置かれると音質がやや変

わる音を指す言葉である。例えば,「里」[li]の[1]はやや前で明るい音であるが,「魯」「lu]の[1]

はやや奥で暗い音である。しかし,このような子音の変化は母音によって違うもので,同じ音素

であると認めている。しかし,場合によって音声学上から全く違うと見ている二つの音は,方言

によっては自由に互用でき,必ずしも音の環境によるものではない。例えば,長江流域のかなり

の方言においては,同じ「魯」でも,自由に[lu]あるいは[nd]と言っても地元の人々にはなんら

区別を感じない。これが自由果音〈variphone)という。(原文p516,(1))

14):広義的にいうと,当然有気の[h]も〈喉頭部的な)摩擦音である。しかし,有気の働きは少なくと

も中国語においては一種の特,uな働きであり,ここでいう摩擦音は日腔の摩擦音[x],[c],[s],

[f]などである。(原文はp517,(D)

(5):例えば高 本漠のく『中国音韻学の研究,p260)。しかし,氏は有声音の有気を認めている。Edkinds

はこれらの音を斜体のp,t,と,と表記 し,言葉の中間に位置するときに,b,d,gと書 く。J.Edkinds,

Cranコar of the Shanghai Dialect。2nd ed.,1868,pp1 2を参照。(原文はp517,(2)〉

16):発表の出所は残念ながら不祥であるが,大体1925年前後の北京のどれかの雑誌に載っている。

(原文はp518,(1))

訳注:

①:造元任,言語学者,作曲家。

1892年11月3日天津に生まれ,1982年2月25日にアメリカマサチューセッツに逝去。享年90歳。

ハーバード大学教授,清華学校研究院〈清華大学の前身)四人導師の1人,中央研究院歴史語言研究

所研究員兼語言組主任,ハワイ大学,Yale大学,ハーバード大学,カ リフォルニア大学教授などを
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じである。ただ,声母体系における地位,異音,古音との対応関係などでは,この数県の[6][ご]の分

布は海日の[6][d]の分布とはある程度違いが認められるが,ここでは割愛する。

注 :

①『海南島海日方言中的吸気音』〈梁猷円い,1958,『中国語文』1958年1号)p27～p28より訳出

①著者がここでいう吸気音は入破音inplosiveの術語の間違いである。以下同。

②原文の注。海日方言の声調の種類,調値はそれぞれ陰平」23,陽平J22,上声M212,陰去イ24,陽去」33,

陰入15,陽入13。

③原文の注。「彿」は[dutl]一種類の発音 しかない。これは「佛」は外来語の音訳だと関係があるかも

しれない。
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参考訳文l③:

中国語に見られる入破音の研究
(A STUDY ON IMPLOSIVE IN CHINESE)

『海南島海口方言中的吸気音』

海南島海日方言に見られる入破音

梁猷円J

海南島海日市の方言は中国語の地域方言の1つであり,音 声の構成,基本語彙と文法構造から見

れば,大体間南方言の系統に属する。しかし,音声の面で突出の特徴が1つある。それが即ち声母と

しての子音[6]と[d]が有声の吸気音①である。

一般の言語の中では,通常の発音はほとんど呼気音(呼気した気流で形成する音)である。中国語

の中でも,大多数の方言はそうである。所謂吸気音は即ち気流を吸入して形成する音のことである。

通常の呼気音を調音する際に,ただ呼気の動作を気流を吸入する動作にさえ改めれば,それで吸気

音になる。アフリカの一部の言語には,例えば,Hottentot語と【affir語は,吸 気音は一般的である

が,しかし,中国語の方言の中には吸気音は非常に稀である。

凡そ気流を吸入して形成する音はどれも吸気音だと言える。したがって,吸気音の種類は様々で

ある。普通の吸気音は吸気だけであり,同時に呼気が伴われない。吸入した気流は普通日腔を通っ

て咽頭に達 し,更に気管に入ることができるが, しかし,8因頭に達したときの気流はすでにかなり

弱くなったため,喉頭部の奥にある声帯は簡単に振動しないのである。よって,一般の吸気音はほ

とんど無声音である。例えば,喜びを表す時の[古〈]。痛い時の[fく]或いは[0く]。

海日方言の[6]と[d]は普通の吸気音とは異なる。これらは発音するとき,日腔内で吸気をする一

方,声門で喉頭の閉鎖を破って呼気を出すのを同時に行うので,吸気をしながら呼気をする特殊な

吸気音を調音される。このような,日腔で吸気をし,喉頭で呼気をする発音方法は全く可能である。

ただ,気流を吸入するときあまり深く吸入せず,気 流が日腔後部まで流れたら止めさえすれば,喉

頭部深くに位置する声帯は完全に吸入気流の影響を受けずにすむ。そして,声帯が気管からの呼気

の振動によって濁音が発せられる。このように,吸入した気流と呼気が日腔と喉頭で互いに衝撃し

あい,更 に声門がしっかり閉じてから破裂することにより振動し,こ のような吸気音に特殊な音

色を筆かせたわけである。

海日の[6]は吸気の,喉頭閉鎖を伴う有声の両唇破裂音である。閉鎖を形成する際に,両唇がしっ

かりと閉じると同時に,声門もしっかりと閉じる。閉鎖を破るとき,両唇が破裂 して気流を吸入す

る。この吸入された気流は閉鎖を破るときに両唇より日腔に進入し,両 唇吸気の破裂音を調音で

きてからは深入りせず,そして両唇の閉鎖が破り,日控より吸気すると同時に, しっかりと閉じた

声門も突然裂開し,一筋の小さな透き間を残して,気管からの呼気の気流で声帯を衝撃させて濁音

になる。

海日の[d]は吸気の,喉頭閉鎖を伴う有声の舌尖歯茎破裂音である。閉鎖を形成する際,舌尖が上

の歯茎につけると同時に,声門もしっかりと閉じる。閉鎖を破るとき,舌尖が急に上の歯茎から離
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れ,気流を吸入する。この吸入された気流は閉鎖を破るときに舌尖と歯重の間より日控に進入し,

舌尖歯室の吸気の破裂音を調音できてからは深入りせず,そして舌尖歯茎が閉鎖を破り,日腔より

吸気すると同時に,しっかりと閉じた声門も突然裂開し,一筋の小さな透き間を残して,気 管から

の呼気の気流で声帯を衝撃させて濁音になる。

[6[と[d]の調音方法は基本的に同じであるが,誠音部位が異なるだけである。調音部位が異なる

ため,吸気量も異なってくる。[6]は両唇音であるので,両唇が日腔の外にあり,吸気量が多く,吸気

現象も顕著である。[d]は舌尖歯茎音であるので,舌尖歯茎が日腔の内部にあり,吸 気量が少なく,

吸気現象もそれほど顕著ではないのである。

[6]と[d]は海日方言では声母としてのみ現れず,音節の最初にしか現れないのである。

[6]は海日方言の中では唯一の両唇破裂音の声母である。声母としてく即ち音素として),呼 気無

声の両唇破裂音[p]となることがある。連続した二つの音節の声母がいずれも[6]である場合,往々

にして第一音節の声母が[6]で,第二音節の声母が[p]となる。例えば,「包球」[6a「Saげ→6auJpaポ]

②,「宝貝」[6N6uコ→6NpueHl,「球駁」[6inH6炉→6inJp♂],但し,両 音節とも[6]である場合もあ

る。若い世代の海日人で,他 の方言〈例えば,広州語,北方語)が話せる人は,往々にして[6]を[p]と

発音する。例えば,「討」は[6a13カ]ではなく,[paげ]であり,「並」は[随ジ]ではなく,[peジ]である。上

述のように,海日方言では,[p]は[6]の異音である。しかし,なぜ吸気の有声両唇破裂音[6]の異音

は呼気の無声両唇破裂音[p]であり,呼気の有声両唇破裂音[b]ではないのか。この現象は次のよう

に解釈できよう。(1)海日方言では,[b]は呼気の有声唇歯摩擦音[v]の異音である。もし声母[6]の異

音も[b]であると,音声上の混乱を引き起こす。(2)海日方言の[6]は他の中国語方言(例えば,広州語,

北方語)の[p]に対応しているので,海国人〈特に青少年)の中に北方語や広州語が話せる人はかな

り多いため,海日の[6]はこれら他所の方言の影響で,[p]となることが考えられる。

[ご]はまた異なる情況である。海日方言では,舌尖歯茎破裂音には吸気有声の[ご]があるほか,呼

気無声の[t]がある。声母としてく即ち音素として),[d]の[6]のように呼気の無声破裂音となる可

能性がない。なぜなら,地元の人々の語感では,[ご]と[t]の区別は明らかであるから。例えば,[ごoジ]

は「東」で,[to3/]は「中」で,混同してはならない。海日方言では[ご]の異音が認められない。

海日方言ではす声母が[6]の字が以下のとおりである。

(1)古音声母が「需」で,現代北京語の音声では[p]のもの。海日方言は全部[6]と読む。

波[6ジ]

閉[61ガ]

靭L[6altl力]

帯[6aジ]

/ [ヽ6i]]

把[6」]   布 [6uガ]

杯 [691メ]  堡 [6a」]

変 [6inイ]  賓 [61ジ]

崩 [63ジ]  水 [0制泌]

,J[6itJ]      龍 隣[6uak]]
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必[6itl]   博 [69kl]  碧 [6ekl]

(2)古音声母が「並」で,声調が灰声であり,現代北京語の声母が[p]のもの。海日方言は全部[61と

読む。

部[6u」]    敗 [6ai」]   幣 [6i刀]   暴 [6au■]

以肝[6a幻」]   助 岸[6inJ]   2寓 [6unJ]   並 [6e13/]

抜[6uak可]   泊 [6311]

3)古音声母が「並」,声調が平声で,現代北京音の声母が[p`]のものは,海日方言は普通[f]である

が,次の各字だけ[6]と[f]の又読みがある。

lm車[6aJ][fa」]               リ ト[6aiJ][faiJ]

岸争[6aiJ][faiJ]                賠  [6ucJ] [fueJ]

ル早[6iJ] [fiJ]                 抱  [6auJ] [fauJ]

便舶 [6atH][finJ]      盤 [6uad][fua辞 ]

平弛 [6ε」][fe3H]

4)古音声母が「非」或いは「奉」で,現代北京音の声母が[f]のものは,海日方言は普通[f]であるが,

次の各字だけ[6][f]の又読みがある。

「非」声母:

弁書[6auu] [fu材]                 Ⅲ手[6au功] [fu力]

飛[6uジ][f31メ]       弗 「6ui力][fui夕]

分棚[6uJ][fu嗣 ]           糞 [6uジ][fuジ ]

方嚇形[6aジ][faジ]       放 [6aジ][faジ ]

姫訂[6akl]   [fok l]

「奉」声母:

客I重付[6auJ] [fuJ]              吠  [6uiJ] [fuitt]

肥[6uiJ][fiJ]        馬 [6a。」][fond]

俳[6utl]③

3)と4)は[6]と読むのは一般的に「説話音〈話し言葉,訳注)」であり,[f]と読むのは「読書音〈書

き言葉,訳注)」で,厳格な区別はない。普段話すときも「読書音」を使うこともあるし(例えば,「悌気

不好」[fi」k`diメvo JhOu]),読書するときも「説話音」を使うこともある(例えば,「与子同抱」[ziutsi

Mh3げ6au」])。ただ,両者の中では[6]が 多い。

海日方言の声母が[d]であるものは以下の通りである。

1)古音声母が「端」で,現代北京語の声母が[t]であるものは海日方言はすべて[ご]である。

験[ご01] 都 舗[duメ] 呆 [ねiメ] 低 [d9i以]
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抵[di」] 対 [dui夕] 明 [daジ] 円 [douJ]

りL[dallガ]  足事[dian/4]

丹[daジ] 典 [dinM]  断 [duanイ] 敦 [duジ]

党[taポ] 登 [d9ジ]  丁 [ごe37] 童 [ご呵諄]

答[dal] 得 [ditl]  篤 [dokl]

2)古音声母が「定」で,成長は仄声で,現代北京語の声母は[t]の ものは海日方言ではすべて[d]で

ある。

大[daメ] 杜 [d』■]  怠 [dai力]

隊[dui夕]地 [di」]  道 [dau/4]

淡 [めコ|]

但 Maげ ]   電 [din/3]     盾 [du諄]

蕩[daジ] 郵 降げ]  定 [deジ]

昼 岡iap J] 敵  [dekJ]    独  [dok J]

鐘3[doi」]

訂司声召[diau」]

3)古音声母が「定」で,声調は平声で,現代北京語の声母が[t`]のものは海日方言は一般に[h]と

読むが,以下のものだけ[ご][h]の又読みがある。

足巨[ご91J]   [h3iJ]       拶与[dauJ]  [hauJ]

檀[duaJ] [h如戸]  壇 [duaJ][haげ ]

t [dunJ]   [hunJ]       ル家[dunJ]  [hunJ]

鈍[ごun/4] [huntt]   腎 [din/4][hunJ]

堂[dot4] [ha「 ]   塘 [ごor3] [haF]

藤[dinJ] [he3H]   亭 [de辞][heギ ]

庭[di押] [h的 J]   同 [ご引「][h93t4]

倒同[dant4] [hO「 ]   筒 [da13tt][hooJ]

以下各字は,[d]の発音だけである。

屠[ごJ] 姉 [dЭiJ]  条 [diautt]

剖け[dialll」]

4)古音声母が「知」で,現代北京語の声母が[tぅ]のものは,海日方言では一般に[ts]と読むが,以

下の各字だけ[ご]と[ts]の又読がある。

張 [diジ] [tsiaジ ]  帳 [diジ][tsiaジ ]

脹 [diジ] [tsia13J]

建多[diOJ]   [tsiok」]    卓  [d61]  i[ts19kl]

ラ兵[due■]   [tsiokl]    啄  [due¬]  [tsiokl]
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摘[di炉] [ts3kl]  竹 [di91 1][tsokl]

このほか,「猪」という字は[du夕]と読むのみである。

5)古音声母が「澄」で,声調は灰声で,現代北京語の声調が[ts]のものは,海日方言では一般に[ts]

であるが,以下の3字だけ[d]と[ts]の又読がある。

程事[du力]    [tsiメ] 滞[di力] [tsiメ ]

重[daげ] [tsoジ ]

6)古音声調が「澄」で,声調が平声で,現代北京語の声母が[tざ]のものは,海日方言は一般に[s]と

読むが,以下の各字のみ[d]と[s]の又読がある。

茶 [dεJ]    [saH]       厨  [duH]   [suH]

遅 [diJ]   [siJ]       白廷[duiJ] [suiJ]

綱[diuJ] [siuJ]  陳 [daポ][sinJ]

長[doJ] [s ia13J]  腸 [doJ] [siantt]

彦訪[dioJ]   [sia13J]

3)4)5)四種類の中で,[d]は「説話音」で,[h][ts][s]は一般に「読書音」であるが,厳格な区別はな

い。普段話すときも「読書音」を使うこともあれば〈例えば,「性脹」[daコtsi如」]),読書するときに

「説話音」を使うこともある(例えば,「着重研究」[tsi3kHda13■Ointtkiu/4])。

要するに,1)古音「討」声母の字の全部及び「並」声母の灰音字は海日方言では全て[6]であり,古

音「並」声母の平音字と「非」,「奉」両声母の字が,極少数は[6]と又読むことがある(「敷」声母の字が

[6]と又読むことがない)。2)古音「端」声母の字全部が「定」声母の灰音字と,海日方言ではいずれも

[d]と読む。古音「定」声母の中の平音字と「知」,「澄」声母の字で,極少数は[ご]と又読む〈「徹」声母の

字が[d]と又読むことがない)

上述の例のように,海日方言の[6]と[d]は北京語〈或いは一般の中国語方言)の[p]と[t]に相当

することが分かる。北京語及び一般の中国語方言の[p][t][k]は海日方言の[6][d][k]に対応して

いる。ここでさらに次のことに気が付くことであろう。すなわち,海日方言では吸気の破裂音は唇

音と舌尖音のみで,舌根音がない。これは発音の原理から解釈できる。1)舌根音の閉鎖を形成する

部位(舌根と軟日蓋)は日腔の後部にあり,破裂するときに日腔の外から日腔の内部へ気流を吸入

するのはかなり困難である。2)舌根の閉鎖を形成する部位は喉頭に近く,彼裂後に気管から呼出し

た気流が忽ち声門を通過して舌根と軟日蓋の間に達するため,よって,吸気の舌根軟日蓋破裂音の

調音はかなり困難である。

本論文は吸気破裂音[6],[ご]が音素と声母として海日方言に存在するのを述べた。海日付近一帯

の覇山,文昌,覇東,安定,澄道などの県の方言にも[6][d]が存在する。この数県の方言は海日方言

と非常に似ており,調音上,即ち発音部位,発音方法では,この数県の[6][d]は海日の[6][d]とは同
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歴任し,1945年にアメリカ言語学会会長に選出され,1981年に北京大学の名誉教授称号を授与さ

れた。主要著作は『現代呉語の研究』,『語言問題』,『中国語の文法』など多数ある。作曲では劉半農

作詞,越元任作曲の『教我如何不想他(IIo,Can l ttelp But Think Of You)Jなどは今でも歌われ

ているほどの名曲である。

②:院は安撤省,薪は江西省,部は湖北省のそれぞれの別称。

③:ここの国語とは当時,越元任が中心になって推し進めている中国語標準語のことである。

以下同。

④:劉 復は劉 半農のこと。言語学者,作詞家。

1924年3月『四声実験録』く上海群益書社)を出版 し,1925年3月フランス国家文学博士を獲得。江

蘇省江陰県生まれ。

劉氏三傑:

劉 半農(1891～1934),言語学者,作詞家。

劉 天華(1895～1932),北京大学音楽教授,二胡演奏家,琵琶演奏家,バイォ リエスト,作曲家。

劉 北茂,二胡演奏家,作曲家。

⑤:李 方桂(1902～1987),言語学者。1929年10月広州で中央研究院歴史語言研究所語言組が正式に

成立したときの初代研究員の1人。当時の語言組は主任の趙元任研究員,羅常培研究員と李方桂

研究員二人であった。
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中国語に見られる入破音の研究
(A STUDY ON IMPLOSIVE IN CHINESE)

参考訳文I①: 『老派金山方言中的縮気基音』

老派の金山方言に見られる入破音

勝汝傑

金山県は上海市の西南部に位置し,南 は杭州湾を臨み,北は松江,東は奉賢,西は断江平湖,嘉善

とそれぞれ隣接 している。本論文は15名の60歳以上の被験者(各人民公社1名ずつ)の発音を根拠に,

金山県方言に見られる「縮気塞音(入破音,以下同。訳注)」〈i口plosive)について討論したい。

老派の金山方言では,中古音の討声母にはp,?bの二種類の発音があり,中古音の端声母にはt,?d

の二種類の発音がある。?b,?dの発音の原理は次のとおりである。閉鎖を形成する段階では喉頭が

閉鎖し,両唇が閉鎖を形成するか舌尖と上の前歯が閉鎖を形成し,喉 頭が下降する。喉頭の下降に

より,閉鎖が持続する間,日腔の空間が増大し,空気が薄くなり,気圧が下がる。調鎖を破る際に声

門が緊縮するため,肺部から流れ出る気流が少なすぎて,喉頭下降により増大した日腔の空間を充

満することができないために,自然に日腔外の気圧のやや高い気流を吸入し,声帯を振動して濁音

を発する。

この二つの音は国際音声記号(IPA1979年改訂)の6とさに相当する。中国国内の言語学著作はほと

んどこの音を?b,?dと表記し,「先喉塞音xianhousatyin」(pre―glottalized stop)と称 している。他

にこの音を吸気音と称しているが,これは誤りである。吸気音〈click)または「搭嘴音dazutyin」と

は別の異なる種類の閉鎖音である。本論文は『方言J雑誌に載せてある『国際音標』の訳文に従い,こ

の二つの音を「縮気音(入破音,以下同。訳注)」と称することにする。表記は慣例にのって?b,?dとす

る。

『方言調査字表』のなか,討,端の二声母には少なくとも一つの調査地では?b,?dと読むのがあり,

合計137字で,全体の64%を 占めている。次に挙げておく。

果轟:多柔身桑 債 撮:巴芭滝含 1遇掘:補譜布布妬葱性都賭 1蟹撮:貝呆戴帯拝擢閉底低抵帝杯輩

背堆封 1止掘:碑卑悲 1致振:褒保堡宝報刀明祷島倒到包胞飽豹爆月票標刀舞雄釣吊 1流撮:兜 斗掛

陸円 1成掘:耽担胆点店 1山転:丹単旦扮八班頒坂板版鞭編変態篭遂煽扁巨遍顛典般搬端短半絆断

決断鍛鉢撥較 1葉転:彬賓横療筆畢必不 1宕韻:博 1江嶺:邦1曾振:登灯等発得徳北逼 1梗振:打 百

柏伯迫碧壁頂鼎 1通掘:卜東童憧凍棟冬篤督

これらの字音の韻母は異なるため,その声母が入破音と発音される頻度も違う。主母音が9oe

uiで ある字を統計してみると,主母音が9である〈R口ち赦掘字)字が入破音と読まれる頻度が最も

高い。頻度高低の順番はooeuiで ある。この統計の結果は次のことが言える。金山方言の入破音

は声母と韻母の関係が密接である。閉鎖を破るときに日腔共鳴器の空間が大きいほど,その声母が

入破音に発音されやすい◇上記五つの母音が発音され
|る

時の日腔空間容量の大きさの順番は丁度

9>o>e>u>iの とおりである。
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分布の地域をみると,金 山県北部と松江県隣接 している朱径,新農,松隠,亭新,朱行の入破音の

比例は最も高く,その次は中部の呂巷,千巷,張堰である。新江と隣接している西部と南部は或いは

低く,例えば,漕径,山陽,銭援,廊下がそうであり,或いは全く入破音が見られなく,即ち楓囲,興塔,

金衛がそうである。槻観すると北から南へは逓減し,ゼロに至る。筆者の調査によると,金山県と隣

接 している浙江の平湖と嘉善の両県にも入破音が見られない。

「縮気」〈入破)の程度をみると,大体強い,やや強い,やや弱いの三種類に分けることができる。強

いの種類は趨元任がまとめた中国語方言破裂音の中の第十種類に相当し,即ち?b,?dである。後の

二種類は第九類に相当し,即ち
'b,'dで

ある(『中国語方言の中の破裂音の種類』,歴史語言研究所集

刊五本四分,1935年)。強弱が字音の分布における違いは音声上から規則を見出すのが難しい。次は

松隠の発音を例に挙げて,声母の人破が強い字とやや強い字を下に示す。

強ヽヽ: 到 祷 島 倒 東 冬 担 胆 丹 単 旦 扮 都 雄 賭

やや強い:多 縄 杯 輩 背 堆 封 悲 扁 屋 端 短 百 柏 伯 追

発展の傾向をみると,入破音は老派の音声の特徴であり,新派(30歳以下)には全く入破音が見ら

れない。入破音の話者の中でも,4,50才の方は6,70才の方と比べるとずっと少ない。ただ,同年代の

中では,農村の住民に見られる入破音は町の住民よりは多い。

要するに,入破音の字音や地域そして年齢層における分布のアンバランスから見れば,一部分の

中古時代の討声母と端声母の字が今日の金山方言に入破音と発音されていることは一種の残留し

た音声現象であり,迅速に消失していく傾向であろう。

周知のように,我 が国境内のチヮン語族と東南アジア国家の一部の言語に入破音が存在してい

る。中国語海南,松江,浦東,永康,永嘉方言の入破音についても前後相成って報告されたことがあ

る。上海の郊外県では,本論文で挙げた金山以外に,奉 賢,嘉定,上海,川沙,南腫にもこのような残

留音(銭乃栄→湯志祥,高鉦夏と筆者最近の調査による)が見られる。上海郊外の入破音は他の方言

或いは他の言語の入破音とは性質が同じである。少なくとも金山方言の中の強い入破音は筆者の

耳にしたベ トナム語,チワン語と浙江南部の中国語方言,海南の中国語方言の入破音とは全く類比

できるものである。

③〈『中国語文』1984年第5期p357～p358より訳出)
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中国語に見られる入破音の研究
(A STUDY ON IMPLOSIVE IN CHINESE)

『新南和上海方言中的緊喉濁塞音声母?b,?d初探』

浙工省南部と上海方言に見られる入破音?b,?dの研究

鄭張尚芳

一般には「緊喉濁塞音〈入破音,以下同)」?b,?dは桐台語特有の音韻であり,中 国語海南聞語に存

在する?b,?dはイ同台語とは近隣にあるためその影響を受けた結果であると思われてきた。従って現

代伺台語の分布状況を根拠に,国外では緊喉濁塞音?b,?dは東南アジアにしか存在せず,我 が国で

は広西省と海南島にしか存在 しないという典型的な見方がある。フランスの言語学者,奥徳里古ホ

は曾てこう述べた。「一部の音韻は地理的に制限されている。例えば前述の喉頭閉鎖の有声閉鎖音

はアジアの東南部:海南,広西,ベ トナム,ラオス,カンボジア,タィにしか存在 しない」①。

実は断江省と上海の呉語方言にはこの二つの声母は結構見られる。所江省南部と上海郊外県の

少なくても八県にはこの二つの声母の分布が分かっている。新江省と上海で合計16県以上見られ

ることは偶発の現象ではないはずである。ただ,各地の?b,?dの喉頭閉鎖の強弱が異なるだけであ

る。上海のほとんどの方言及び浙江省の永康,景寧などの県では喉頭閉鎖が覇いため,超 元任先生

が『現代呉語の研究』(1928)では浦東,松江,永康の緊喉濁塞音をただのb,ことして記述 した。しかし,

後には『中国方言の中の破裂音の種類』〈『史語所集刊』第5本第四分,1985)の中で,この3カ所の方言

のb,dはいずれも「同時に声門がやや繁縮する」b,dであると記述している。これが呉語方言の中に

緊喉濁塞音が存在する最初の報告である。私が『温州音系』(『中国語文』1964年第一期)の中で管て

温州地区の永嘉,文成と麗水地区の青田などの県に緊喉潟塞音が存在すると指摘 したが,た だ,そ

の論文はこの問題を専門に論述するものではないし,温州市内ではこの音韻が存在しないので,詳

しくは論じていない。

本ヽ稿は私自身及びその他の方の調査にしたがって,こ の二つの緊喉濁塞音声母が漸江省南部及

び上海の呉語方言の中における分布,変化と源流を述べてみる。叙述の便宜のため,強弱両類の緊

喉濁塞音(越元任1928の第九類と第十類)を統一 して?b,?dと表記する。発音の方法と区別は趨元任

1928にあるので,無駄な重複を避けることにする。

宣  ?b,“ の分布

私の調査によると,この二つの緊喉濁塞音声母は現在は浙江省の4つの地区に分布していること

は既に分かった。最も集中しているのは麗水地区で,繕雲,青田,景寧(今は雲和に属す),慶元4県;

その次は温州地区で,永嘉,文成2県,台州地区では仙居県,金華地区では永康県である。これらはほ

とんどは山岳地区である。先行者及び復旦大学の調査によると,上海では南彙,川沙,奉賢,上海,松

江,金山,嘉定などの県及び市街区の老派に分布している。これからの更なる調査につれて,新しい

分布区を発見する可能性はある。

浙江と上海のこの二つの緊喉濁塞音はいずれも古音の全清声母(無声無気の破裂音)を表すもの
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である。即ち,討声母は?bで,端声母は?dであり,他の?b,?dを有しない呉語方言の中のp,tに相当す

る。断江各県の?b,?dは上海よりは完全な形で保たれ,普 通討声母端声母例外なく?b,?dであり,上

海の一部の県のように,老派や一部にしか残っておらず,?b,?dとp,t共存 し,?b,?dはp,tの異音に

なっている情況とは違う。?b,?dの喉頭緊縮は浙江の多くの県は比較的に強いが,上海の各県は強

い調音は少ない。

この二つの緊喉濁塞音声母の字が各地とも陰の声調であり,陽の声調のb[bn,pn],d[dn,tn]声母

と対立をなしている。次は永嘉蓬換を例に,全清,次清,全濁の三類の声母の声調分布く便宜のため,

次のようにそれぞれ単数1,3,5,7で陰の平上去入,偶数の2,4,6,8で陽の平上去入を表す)を比較し

たい。

古全清 陰 声調 ?bail杯  ?bu 5布   ?bio3餅  ?dai 5封  ?d01多  ?dO133憧

古次清 陰 声調 phailtt phu5舗 一路 phi■3品 thai Stt  thol  thO133統

古全濁 陽 声調 bRai2賠  bSu6歩    bni■ 4並 dnai6隊   dno2  d80134動

上のように,?b,?dは有声の閉鎖音であるが,喉頭緊縮の?により清音の類に帰属し,次清と同じ

ように陰の声調をもち,全海とは異なる。この点は4同台語の?b,?dが陰の声調であるのと一致して

いる。

平原や都会に近い所の若い世代は他人に自分の発音がおかしい,口舎っぽいと笑われまいと,?b,

?dをp,tに変える傾向があり,分布の範囲を狭くしつつある。

式  ?b,?dの 音便

永康,矯雲などにおいて,?b,?d声母は未鼻音の音節には現れない。末鼻音の音節では鼻音声母の

コ,■に同化されるが,陰 の声調のままである(呉語の陰声調の鼻音声母はいずれも喉頭がやや緊縮

し,濁流がせず,よって
'■

,'■か,?口,?nと表記してもよい)。繕雲を例に,εl■,a13,0回など今日でいう

末鼻音の前には?b,?dは同じ調音部位の鼻音になる。例えば:

非末鼻音 ?be3保   ?b03飽 榜  ?ba7百   ?del刀   ?diu3闘   ?d33短

末鼻音 コごiol兵氷 ■ごとコ3餅  ngi尋釘灯  nO回 1東冬 nOll1 5凍

更には知声母の字が日語音で端声母のようなものも,nになることがある。例えばna,1砧。

永康は今日の末鼻音の音節にかかわらず,古 音の末鼻音の音節で今日に介音くわたり音)のない

場合も鼻音化して■,■になる。例えば:

今末鼻音  回aコ1討  コ 333本  田 iol氷兵

古末鼻音  回aS扮絆  ■ ai5粉

naol当  n囲 1東冬  ni■ 1釘灯

nal担丹  nai3打

このような閉鎖音鼻音化現象は彼の有名な「鳥」の■化(元は都了切[dia。],端 声母,n化は多分言

葉の下品さを避けるため)というごく少数の例外を除いて,中国語の方言においてはそうあるもの

ではない。ただし,?b,?dの鼻音化現象は桐台語のなかではよく見られる◇例えば,壮(チワン)語北
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(A STUDY ON IMPLOSIVE IN CHINESE)

方方言の武鳴の?b,?d,田東,平果,横県などの地では■,nに鼻音化 し,南方方言の龍州の?b,?d,後の

多くは営寧,扶絵,隆安,天等は例外なくn,■になる③。例えば:

飛   村 奏   叶 子   鼻 子  得    罵

吉巨州寸    ?binl    ?ba:n3    ?batu l    ?da01    ?dai3    ?daS

天等  回 in2  na:n3  回 au2  na■ 2  nai3  na5

西双版納くシーサンパンナ)タイ語のなかの?b,?dは徳宏のタイ語ではコと1になる④。例えば,

飛   村 秦   叶 子   鼻 子   得    罵

西タイ言吾   ?bini    ?ba:■3    ?bail    ?dal11    ?dai3    ?da5

布まタイ言吾   Elen6     111a in3     Elatu6     1alt16     1ai3     1a 5

浙江省南部方言とは異なるのは,チ ヮン語の音便は末鼻音にかぎらず,?b,?d声母全部転化する

のである。このような状況は新江省?b,?d分布目の近隣県にも程度が違うが,存在している。例えば,

武義語の端声母の字が皆n(古末鼻音)と1〈非末鼻音)になっており,帯声母が耐こ音便する場合だけ

古末鼻音を条件としているが,非末鼻音の場合はpである。

古末鼻音  nieStt nu03板  Diol氷  ]釣 3本 nie Stt nuo3胆  ni。 1釘  neコ 5頃

非末鼻音  pie3表  pu01波  pia 5寿 lie 5釣  lu03験   lia5帯

これらの現象から見て,我々は武義の討,端声母は元 ?々b,?dだったかもしれず,今日のコ化,n化,

1化現象は矯雲,永康など隣県のも?b,?dからきたかもしれない。

討,端声母は古末鼻音が後続すると口,■化するという現象は,断江では広く分布している。地域に

よっては体系的になっている。前述した以外にも,義烏方言も相当体系的になっている。凡そ古末

鼻音の字が■,nに鼻音化し,介音iがあるとnが日蓋化してぃになる。例えば,それぞれ回enl兵,n鋼1東

nε3打,■ol担,単,ぃie5店,,i31癒,のとおりである。一部の地域では話し言葉の中にある程度の存在

がみられる。例えば,金華の東郷では,田iコ3餅,コe■S柄,□凹Y5半,■如3打,nia3点,■Y3短,であり,東陽

の南郷では,回ε3柄,回o3板,■83打,n91担,である。一番注目したいのは「,丁」が話し言葉ではn声母で

ある言い方はもっと広い範囲で現れていることである。例えば,[打]はそれぞれ泰順ではnai3,青

田ではng3,浦工では■c3,景寧ではn鋼3,麗水,雲和,松陽,仙居ではna3,慶元ではng3でぁる。個別に

見れば,これらの方言では「打」がn声母であることは不可解の例外であるが,全体的にみると,これ

は断江方言における?b,?dの鼻音化現象の一部分であることがわかる。方言のこうした音声の現象

は往々にして個別に発生するのではなく,そ して,一部の方言にある僅かな例外のような現象は,

その近隣の地域に集中して体系的に現れて,そ の規則性を示しているのである。「打」のn化現象は

その好例である。

なぜ我々は討,端声母の■,nttは緊喉濁塞音?b,?dと関係があって,逆 に一般の無声の閉鎖音p,t

とは関係がないと認めるのか,これには3つの理由がある。第一に,音声の属性や特徴から見て,陰
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声調喉頭閉鎖の■,nは?b,?dとは多くの共通性があるからである。同じく有声音であり,喉頭閉鎖の

性質もあるため,転化しやすいが,一般の無声の閉鎖音p,tとは相違が大きい。第二は,もし無声の

閉鎖音p,tが後続する末鼻音に鼻音化されるとしたら,同じ性質の無声の閉鎖音kも同化されてコに

なるはずであるが,前述のとおり,■化現象は見られていない。第二に,回化n化現象は緊喉濁塞音声

母?b,?dの現れている地域とほぼ一致している。ここで「打」の話し言葉の声母を基準として,ボイ

ントを線で連結して新江の端声母のn化現象分布図を描き,更 に「対」の声母を基準として,ポイン

トを線で達結 して浙江の端声母が緊喉濁塞音?こと読む分布図を描いてみると(付図をご参照),こ

の2つの分布図が交差する相似形になっており,後者が前者の東端に交差していることから,両 者

の関連性が明らかである。

したがって,も ともと緊喉濁塞音?b,?dの新江における分布は今よりもっと広い分布く少なくと

もn化圏を含む)があったと推測できる。

上海の緊喉濁塞音の分布圏においては,鼻音化現象の報告が今まではない。しかし,新こと上海

の呉方言のこの2つの喉頭化声母の分布目の間では関連性がないとも考えにくいし,それぞれ孤立

に成り立って来た訳でもないはずである。これは将来の方言調査研究が進んで両者の関連性のあ

る事実がわかるだろう。今は特筆したいのは蘇州と漸江南部とも一部の端声母の虚字〈助詞など)

が1化する現象である。

ここで早期の呉語記録の中の「搭(こ湖児」と「得」(例えば,明の馬夢龍の『山歌』巻八の『湯姿子竹夫

人相罵』:「両価猶晩来搭」,巻一『字』「生牛皮依子汗巾無人拭得破」)は,今 日は多くの呉話の中でも

使用されているが,往々にして1化になっている。武義方言では,規則では非末鼻音の端声母は1と

なるため,「坐搭」はzu04.laといい,「駄得動」はduo2.18 dO134とぃぅのは正常である。しかし,断江

南部では多く端声母が1といわない方言の中でも,この2字が話し言葉では1という。例えば,温嶺で

は,「坐搭」はzo2.lY?7,「駄得動」はdu21Y??do13 2とぃぅ。温州では,「坐搭」はzo4.laといい,「背得動」

はpail・le doB4とぃぅ。そして上海も同じように,「坐搭」はZu61a?といい,「駄得動」はdu61e?dO136

という。軽声短調のは元の声調分類は弁別できないが,温嶺のは明らかに陰入を保ち,清 音である

ことを表明している。そして上海の「得」はte2/10?が自由異音であり,温州の「得」は・te/。leの自由

異音があるだけでなく,「搭」も・ta/・laの自由異音がある。例えば,「坐搭講/日(歳放)搭/□同学搭/

体搭娘男(体家男舅)」などの例の中の「搭」は,上海ではただla?〈競)としかいわないが,温州ではta

ともlaともいう。これらはlaがta(搭)からきたことが証明できる。そして,『山歌』の中の「走搭出去」

(巻八『鵬弗着』),「渡搭来」〈巻一『娘打』)のような格式の中の「搭」は,温 州では現在は一般に。laし

かなくなった。ただし,19世紀の宣教師が書いた温州語ローマ字の記録ではまだdaであった。温州

などのt/d/1の自由変異は,もしかしてもっと広い範囲の?d分布圏の背景のもとで発生したかもし

れない。即ち,これらの「搭」はもともとすべて?da?といっていた可能性があるのである。
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三 ?b,?dの歴史背景

断江省は広西省とは距離的に遠く,海 南島のように広西省の隣にないのであるが,?b,?dの音声

現象は海南島の間語,広西,雲南,貴州の桐台語とは非常に似ている。これについてはどう説明しょ

うか。両者の間には何か歴史的な関係があるのではないか。よって,自然にこの2地域と古代百越と

の関係の歴史背景に着目することになる。

広大な北方方言地域以外に,そ の他の主要な中国語の方言はほとんど古代の百越の地において

発展して形成してきており,それぞれ民族の融合の歴史背景があったのである。中でも注目すべき

のは浙江一帯と海南,広西一帯の歴史上いわゆる国越人といわれた地域である。あるいはそれぞれ

断江一帯は東越,東国といい,海南,広西,雲南,貴州からベ トナムまでは西越,西国といわれた地域

である。例えば②,

1.『逸周書。二会解』:「欧(二本作団〉人蝉蛇」。晋孔晃注:「東越欧〈団〉人也」。

2.『通典・州郡十二』:「矯雲郡:鹿州,春秋戦国時並属越,秦漠属会稽郡,亦国越之地。晋分置永嘉郡」

巻一八二

3.『山海経・海内南経』:「団居海中」◇晋郭咲注:「今臨海永筆県即東国,在岐海中也,音嘔。」〈注:永

寧は即ち温州の古名である)

4.『史記。東越列停』:「乃立揺為東海二,都東殴,世俗号為東回王。」

5.『方言』巻六:「房,卯,為也。国越日卯,呉日房」。

以上は東海の欧越,国人のことを指す。

6。『戦国策・趨策二・武霊二平昼閑居』:「被髪文身,錯腎左在,回越之民也。」『史記・趨世家J「被」作

「蒻」,其余文同。『索隠』引劉氏雲:「今珠崖槍耳謂之国人,是有駁越◇」『正義』:「属南越,故言鳳越也。

『輿地志』雲:「交性,周時為発越,秦時日西越,文身断髪避龍。」則西国監又在蕃吾之西。」

7.『漢書・南讐篤』:「蛮夷中西有西回,其衆半崩。」

8.『太平御覧・州郡部十八・嶺南道』引『〈梁氏)十道志』:「港州南溶郡,古国監越地,秦平百越為桂林

郡地,漢為合浦県地,属合浦郡」。巻一七二

9.『路史。国名記丙・鳳越』引『梁四公記』:「合浦洛黎県,国越も。」

10.『通典・州郡十四』:「懐澤郡:貴州〈今の理鬱平県),古西団残越之地」。巻一八四

11.『方言』巻一:「〈允,信也,〉西鳳毒屋黄石野之間日穆。」郭咲注:「西国,賄越別種也,音嘔。」

以上は南海の団越,国人のことを指す。

上述の史料は周の時代以後,この2つの地域の異なる越人は長期にわたり混ざって団と林してい

た。一部の史料では区別をつけようとしたが,はっきりとは区別できなかった。例えば,書き方のう

えでは,次のようなものがある。
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12.『逸周書・二会解』引伊ヂ四方献令,「(正東〉越返新髪文身」;「(正南)回郵桂国」(太平御覧七九一

引作「欧性」)。

13.『路史・国名記丁・越旭』:「或雲即国人,担,欧,国,区通」。

したがって,「,匡」或いは「欧,国」と書いても区別はなく,例 1のように,周書は同じ文章の中でも

「東越欧(国)人」は「欧,団」にしている。

『史記』『漢書』の中では又南海の団を「団騒」とも呼んでいるが,史 記集解や索隠ではともに徐広

説を引用し,監は東団二の姓であると考え,文選注も回路は東海の団であると考えている。

14.『史記・東越列篤』:「(工)姓髪氏」『索隠』:「徐広雲一作騒,是。上雲欧路。」

15.『文選・張景陽・雑詩十首』:「昔我資章甫,柳以適諸越。行行入幽荒,欧(五巨本作回)騒状祝髪。」

李善注:「『史記』日:東海二揺者其先句践之后也,姓賭氏。揺率越人佐漢,漢立揺為東海二,都東国,世

俗号為東国二,徐広日,監一作賄。」李周翰注:「鳳,越名;路,越二姓也」。巻二十九

混同じやすいため東,西団と分別して称した。『漢書・南讐樽』顔師古注では,「西国即ち騒越であ

り,西というのは東国と区別するためである」といっている。『太平御覧』巻一七一の温州の条では

「永嘉は東団であり,鬱林は西越である」と『郡国志』を引用し,台 州の条では「今は臨海の永寧県は

即ち東国の故地であり,南海では鬱林郡は西国である」と『山海経』の郭瑛の注を引用している。

しかし,この2つの回は実際区別しにくい。彼らは種族は同じく,言 い方も同じである(皆越人で

あり,皆酪と称し,唖と呼んでいる―嘔は同音)。風俗も同じく,信 仰も同じである〈断髪文身,能を

信仰する〉。生活習慣も同じである(皆泳げるし,蛇を食する)。例の6(注:原文では7)は『戦国策・趙

策』と『史記・出世家』の新髪文身の「団越の民」,そして,『索隠』と『工義』はそれぞれ他の書籍を引用

して西邸監越であると力説しているが,しかし,原文の「団越の民」は「大呉の国」とは対等であるの

で,どうして同じような断髪文身の東海の団を指していないと言えるであろう。このような状況を

見ると,われわれはこの2つの地域の古代居住者は皆越民族でけでなく,更 に親しい関係にあるか

もしれないし,ひょっとすると同一種族の近縁分岐であり,海上に散在し,敢らばって段々遠くなっ

たかもしれない。もしそうであれば,かれらが近い言葉を話し,共 通の音声特徴をもっているのも

不思議ではなくなる。今は浙江一帯は中国語を話さない少数民族③はすでにいなくなったが,しか

し,当地の漢民族の中では相当比例の国越人の子孫がいるはずである〈東団国が江准へ移住したこ

とがあるが,それは主に二廷に対して言っているので,越 民は皆ついて行ったわけではない。大勢

の「山越」は故郷に残っており,歴史の記載も絶えない)。考えられるのは,歴史上漢民族が東越地区

を開発したとき,国越人は漢民族の先進的な文化の同化を受けて漢民族と融合し,彼らが漢民族の

言葉を受け入れると同時に,一部の国越語特有の音声習慣を頑なに保存してきており,当地の中国

語の方言に団越語の特徴を見せている(浙江南部方言音声のその他の面及び語彙,文法の面におい

ても同様に国越語の基礎が残っているが,ここでは割愛する)。
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一般に現在の価台語各族と百越とは密接な淵源関係にあるといわれており,こ れらの言語は現

在古代の西団地区では強大な?b,招分布目を構成しているが,殴越基礎をもつ中国語方言は今日東

団地区でも?b,?d分布目を構成している。以上の事実に従い,わ れわれは二者が共通の歴史背景を

もっていると考える。上海周辺の?b,?d目の形成は東団地区の延仲か〈越が呉を消滅し,東団は江准

へ移住"・・")そ れとも古代の呉語と越語はもともと近いか〈『方言』巻七は「国呉の外部」といい,

巻千は「荊呉揚回之郊」・・・"・)については,更なる研究が必要である。

付記:本稿桐台語資料は民族出版社1980年出版の章慶穏・軍国生著『壮語簡志』,喩翠容・羅美珍著

『泰語簡志』及び『民族語文』1980年第二期張均如著『原始台語声母類別探索』に従った。温嶺語は『杭

州大学学報』第二期杭州大学方言研究室『温嶺方言』に従い,武義語は億国通氏の材料に従った。

③『呉語論基』〈1988,9,復旦大学中国語言文学研究所呉語研究室編,上海教育出板社)p232～p237よ

り訳出。

①『歴史和地理急様可以解釈某些語音上的発展』,『語言研究』第四期81頁,1959を参照。

②lから15までの史料は便宜のため,原文のまま引用した。なお,原文は6が欠けて16とあるが,1か

ら15に統一した。

③原文の注。浙江南部の倉族は客家語を話すが,かれらは明,清 の時代に福建から移住してきたの

で,先住民ではない。

(付図)浙 江南部端声母喉頭化及び?n化現象分布図
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付録二 :中国語入破音をみる歴史地図

1.商時期全図 『中国歴史地固集 第一冊』より
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中国語に見られる入破音の研究
(A STUDY ON IMPLOSIVE IN CHINESE)

1.西周時期全図   『 中国歴史地固集 第一冊』より
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皿.春秋時期全図 『中国歴史地団集 第一冊』より
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Ⅳ.戦国時期全図 『中国歴史地国集 第一冊』より
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V.戦国時期楚越図 『中国歴史地国集 第一‐m
越楚
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中国語に見られる入破音の研究
(A STUDY ON IMPLOSIVE IN CHINESE)

Ⅵ.秦時期全図 『中国歴史地固集 第二冊』より
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Ⅶ.秦時期准漢以南諸郡図 『中国歴史地固集 第二冊』より
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中国語に見られる入破音の研究
(A STUDY ON IMPLOSIVE IN CHINESE)

Ⅶ.西漢時期全図 『中国歴史地固集 第二冊』より
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